
『
中
国
農
村
慣
行
調
査
』
に
記
録
さ
れ
た
或
る
民
間
伝
承
の
歴
史
的
来
歴

―
地
蔵
・
目
連
・
黄
巣
の
伝
説
―

前

川

亨

〔
目
次
〕

一
、
は
じ
め
に

二
、
伝
承
の
概
略

三
、
伝
承
の
分
析

四
、
伝
承
と
社
会

五
、
お
わ
り
に

一
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は
じ
め
に

『
中
国
農
村
慣
行
調
査
』
岩
波
書
店
（
一
九
五
二－

一
九
五

八
年
）
全
六
巻
は
、
一
九
四
○
〔
昭
和
一
五
〕
年
か
ら
一
九
四

四
〔
昭
和
一
九
〕
年
に
か
け
て
、
満
鉄
調
査
部
北
支
経
済
調
査

所
慣
行
班
が
「
末
弘
厳
太
郎
博
士
を
は
じ
め
、
平
野
義
太
郎
・

仁
井
田
陞
・
福
島
正
夫
・
戒
能
通
孝
・
磯
田
進
・
徳
田
良
治
な

ど
の
法
学
者
諸
氏
と
密
接
に
連
絡
を
と
り
つ
つ
」（
旗
田
巍
「
再

刊
に
あ
た
っ
て
」『
調
査
』
�
一
頁
）
実
施
し
た
、
華
北
地
方

の
農
村
に
つ
い
て
の
慣
行
調
査
の
厖
大
な
記
録
で
あ
る

（
１
）

。
こ
の

調
査
を
巡
っ
て
は
従
来
か
ら
、
そ
れ
が
戦
時
下
に
日
本
軍
の
占

領
地
域
で
為
さ
れ
た
こ
と
、
日
本
語
の
能
力
が
充
分
と
は
言
い

難
い
通
訳
を
介
し
て
為
さ
れ
た
こ
と
な
ど
、
種
々
の
問
題
点
や

限
界
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
時
間
の
経
過
は
、
こ
の

調
査
の
学
術
的
価
値
を
低
め
る
の
で
は
な
く
、
却
っ
て
著
し
く

高
め
る
方
向
で
作
用
し
た
。
蓋
し
、
如
何
な
る
現
地
調
査
で
あ

れ
、
そ
こ
に
歴
史
的
限
界
が
存
在
す
る
の
は
自
明
の
事
柄
な
の

で
あ
っ
て
、
二
○
世
紀
後
半
期
以
降
に
巨
大
な
変
貌
を
遂
げ
る

以�

前�

の�

華
北
農
民
の
生
活
実
態
を
、
農
民
自
身
の
声
の
記
録
と

し
て
―
―
た
と
え
極
く
一
部
に
過
ぎ
な
い
に
せ
よ
―
―
知
り
得

る
こ
と
の
意
義
は
、
そ
の
限
界
を
凌
駕
す
る
か
ら
で
あ
る

（
２
）

。
こ
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の
調
査
は
、
直
接
に
は
「
中
国
社
会
で
行
な
は
る
ゝ
法
的
慣
行

の
調
査
を
目
的
と
す
る
」
の
だ
が
、
所
謂
「
法
的
慣
行
」
が
「
現

実
の
生
活
と
共
に
流
動
的
に
生
き
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
」（「
末

弘
博
士
の
調
査
方
針
」
同
二
二
‐
二
三
頁
）
以
上
、
当
然
そ
こ

に
は
様
々
な
社
会
的
慣
行
と
の
幅
広
い
接
点
が
発
生
す
る
。
人

類
学
・
歴
史
学
・
社
会
学
・
経
済
学
・
政
治
学
な
ど
多
方
面
の

研
究
者
に
と
っ
て
も
、
こ
の
調
査
が
興
味
深
い
研
究
対
象
と
な

る
所
以
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
狭
義
の
「
法
的
」
慣
行
の
研
究

者
が
広
範
な
「
社
会
的
」
慣
行
の
総�

体�

的�

構
図
の
中
に
「
法

的
」
慣
行
を
位
置
づ
け
る
う
え
で
、
こ
れ
ら
の
隣
接
領
域
と
の

協
働
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。

本
論
が
取
り
上
げ
る
の
は
『
中
国
農
村
慣
行
調
査
』
に
記
録

さ
れ
て
残
っ
た
一
つ
の
さ
さ
や
か
な
、
し
か
も
慣
行
調
査
の
中

で
は
周
縁
的
な
伝
承
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な

片
々
た
る
伝
承
に
も
、
長
い
年
月
に
亘
り
そ
れ
を
語
り
継
い
で

き
た
農
民
た
ち
の
歴
史
的
営
為
が
凝
集
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
作
業
は
決
し
て
無
駄
で
は
な
か
ろ
う
。

私
た
ち
は
、
本
論
が
『
中
国
農
村
慣
行
調
査
』
所
載
の
一
つ
の

シ
ノ
ロ
ジ
ー

記
録
に
対
す
る
、
中
国
学
の
立
場
か
ら
の
長
い
注
釈
と
し
て
受

け
取
ら
れ
る
こ
と
を
希
望
し
た
い

（
３
）

。
本
論
で
は
ま
ず
、
考
察
の

対
象
と
す
る
伝
承
の
概
略
を
紹
介
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
よ
う
。

二
、
伝
承
の
概
略

本
論
が
考
察
の
対
象
と
す
る
の
は
、
一
九
四
一
年
三
月
十
九

日
、
河
北
省
順
義
県
沙
井
村
（
現
在
は
北
京
市
に
属
す
）
に
お

い
て
、
同
村
の
会
首
（
村
政
の
協
議
機
関
で
あ
る
村
公
会
の
構

成
員
）
の
一
人
で
あ
っ
た
楊
潤
に
対
し
て
調
査
員
・
内
田
智
雄

が
実
施
し
た
聴
取
調
査
の
記
録
で
あ
る
。
楊
潤
は
村
長
・
楊
源

の
従
弟
に
当
る
。
彼
は
良
か
れ
悪
し
か
れ
村
内
で
目
立
つ
人
物

だ
っ
た
よ
う
で
、
一
九
九
○
年
代
に
三
谷
孝
を
代
表
者
と
す
る

グ
ル
ー
プ
が
行
っ
た
再
調
査
の
記
録
の
中
で
も
度
々
そ
の
名
が

表
れ
る

（
４
）

。
そ
の
楊
潤
と
内
田
と
の
間
で
ま
ず
次
の
よ
う
な
や
り

取
り
が
あ
っ
た
。（
以
下
、『
中
国
農
村
慣
行
調
査
』
の
引
用
に

お
い
て
、＝

の
前
の
部
分
は
調
査
員
か
ら
の
質
問
で
あ
る
。）

五
月
三
日
は
何
を
す
る
か＝

端
午
節
。
ち
ま
き
を
作
り
、

ま
ん
と
ー
と
豚
肉
を
喰
べ
る

子
供
は
何
を
す
る
か＝

朝
の
中
に
艾

、
蒲
棒
、
棗
枝
を

マ
マ

門
の
上
に
し
ば
り
つ
け
、
符
紙
を
門
の
上
に
張
る
。
子
供
の

肩
に
符
を
つ
け
る

符
は
ど
ん
な
も
の
か＝

街
で
売
っ
て
い
る

こ
れ
を
受
け
て
内
田
が
「
他
の
所
で
は
五
月
五
日
だ
の
に
、
こ

こ
は
三
日
に
何
故
す
る
か
」
と
尋
ね
た
の
に
対
し
て
、「
伝
説
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が
あ
る
」
と
し
て
楊
潤
が
語
っ
た
の
が
以
下
の
伝
承
で
あ
る
。

本
論
で
は
便
宜
上
、
こ
れ
を
【
伝
承
一
】
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

【
伝
承
一
】
は
二
つ
の
段
落
で
構
成
さ
れ
る
が
、
前
段
を
Ⓐ
、

後
段
を
Ⓑ
と
し
て
区
別
し
よ
う
。

Ⓐ：
昔
唐
の
時
、
黄
巣
が
反
乱
を
起
し
、
遇
う
人
を
皆
殺

し
た
。
殺
人
八
百
万
人
と
い
う
。
人
民
が
避
難
を
し
た
。
そ

の
時
老
婆
が
二
人
の
子
供
を
つ
れ
て
避
難
し
た
。
背
中
に
一

人
、
手
に
一
人
を
伴
れ
て
。
手
を
ひ
い
た
一
人
は
小
さ
く
、

歩
け
な
い
の
で
老
婆
が
叩
い
た
。
黄
巣
が
傍
を
通
り
、
小
さ

い
者
の
手
を
ひ
き
大
き
い
者
を
肩
に
し
た
理
由
を
聞
い
た
。

す
る
と
老
婆
は
肩
の
は
姪
子
で
、
手
を
ひ
い
て
い
る
の
は
自

分
の
子
供
だ
。
自
分
の
子
だ
か
ら
背
負
わ
な
い
で
つ
れ
て
行

く
と
答
え
た
の
で
、
黄
巣
が
感
じ
て
「
逃
げ
な
く
と
も
よ
い
、

艾

そ
の
他
を
お
前
の
家
の
門
に
つ
け
よ
、
す
れ
ば
兵
は
殺

さ
な
い
」
と
告
げ
た
。
老
婆
の
話
に
よ
り
村
民
全
部
が
そ
れ

を
家
の
門
に
つ
け
た
の
で
、
全
村
は
難
を
免
れ
た

Ⓑ：

黄
巣
が
遇
う
た
も
の
を
皆
殺
し
た
の
は
次
の
事
情
に

基
く
。
地
蔵
菩
薩
の
修
道
当
時
の
名
を
木
蓮
僧
と
い
う
た
。

そ
の
時
母
が
あ
り
、
一
生
悪
事
を
し
た
の
で
十
八
地
獄
に
堕

ち
た
。
木
蓮
僧
が
修
道
し
て
地
蔵
に
な
り
、
母
を
救
う
て
や

り
た
い
と
て
地
獄
に
入
っ
た
。
そ
の
時
、
門
番
の
鬼
が
門
を

開
け
な
い
。
そ
こ
で
九
蓮
環
の
杖
で
門
を
破
っ
た
。
破
っ
た

時
鬼
が
逃
げ
て
世
の
中
に
転
生
し
た
。
釈
迦
が
怒
っ
て
そ
の

責
を
問
う
た
。
地
蔵
は
蛙
の
神
を
使
と
し
て
こ
の
世
に
転
生

（
投
生
）
さ
せ
た
が
、
そ
れ
が
黄
巣
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
黄
巣
が
大
き
く
な
っ
て
、
八
百
万
の
鬼
か
ら
転
生
し
た

者
を
殺
し
て
、
も
と
の
地
獄
に
帰
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
所
か
ら
、

遇
う
人
を
皆
殺
し
た
わ
け
で
あ
る
（
以
上
、『
調
査
』
�
二

六
五
頁
）

こ
の
記
録
に
つ
い
て
若
干
の
補
足
を
加
え
て
お
こ
う
。
五
月
三

日
の
朝
、
子
供
が
蒲
棒
（
ガ
マ
の
穂
）
や
棗
枝
（
ナ
ツ
メ
の

枝
）
と
共
に
家
の
門
の
上
に
縛
り
つ
け
た
「
艾

」
と
は
「
艾

蒿
」（
ヨ
モ
ギ
）
で
あ
ろ
う
。「

」
と
「
蒿
」
と
は
音
通
す
る
。

「
木
蓮
僧
」
は
正
し
く
は
「
目
連
」
も
し
く
は
「
目
蓮
」
で
あ

る
が
、
語
り
物
文
藝
の
テ
キ
ス
ト
で
は
斯
く
表
記
さ
れ
る
こ
と

も
あ
る
。（
本
論
で
は
、
引
用
文
中
を
除
い
て
「
目
連
」
に
表

記
を
統
一
す
る
）。「
九
蓮
環
」
は
「
九
連
環
」
が
正
し
い
。
ま

た
、
こ
の
記
録
で
は
「
鬼
」
が
両
様
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い

る
た
め
に
、
物
語
の
粗
筋
が
辿
り
に
く
く
な
っ
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
地
獄
に
入
ろ
う
と
す
る
地
蔵
を
そ
の
入
口
で
押
し
止
め

る
「
門
番
の
鬼�

」
と
は
冥
界
を
統
轄
す
る
閻
羅
王
配
下
の
鬼�

卒

を
指
す
の
に
対
し
、
地
蔵
が
地
獄
の
門
を
破
っ
た
際
、
そ
れ
に

乗
じ
て
逃
げ
出
し
、
現
世
に
転
生
し
た
「
八
百
万
の
鬼�

」
と
は

地
獄
で
責
苦
を
受
け
て
い
た
亡
鬼�

を
指
す
の
で
あ
る
。
記
録
上
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の
こ
う
し
た
問
題
点
が
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
の
提
供
し
た
情

報
そ
れ
自
体
に
由
来
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
通
訳
や
筆
記
の
段

階
で
発
生
し
た
も
の
な
の
か
を
特
定
す
る
の
は
難
し
い
。

内
田
は
続
け
て
「
こ
れ
は
七
月
の
伝
説
で
は
な
い
か
」
と
質

問
し
、「
然
ら
ず
」
と
の
回
答
を
楊
潤
か
ら
引
き
出
し
て
い
る

（『
調
査
』
�
二
六
五
頁
）。
内
田
が
こ
の
よ
う
に
問
う
た
の
は
、

地
蔵
に
関
す
る
行
事
は
一
般
に
七
月
に
催
さ
れ
る
こ
と
が
多
い

か
ら
で
あ
る
。
沙
井
村
で
も
七
月
に
地
蔵
に
関
す
る
行
事
が
催

さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
複
数
の
証
言
が
得
ら
れ
て
い
る
。

楊
潤
自
身
も
、
年
中
行
事
に
関
す
る
一
連
の
や
り
取
り
の
中
で

内
田
か
ら
「
七
月
三
十
日
は
」
と
水
を
向
け
ら
れ
て
、「
地
蔵

菩
薩
の
誕
生
日
。辦
善
事
。
仏
様
に
供
物
を
す
る
。
宴
会
は
大
廟

で
す
る
が
、
上
供
焼
香
は
あ
の
廟
（
地
蔵
廟
）
で
す
る
」
と
回

答
し
て
い
る
。「
辦
善
事
」
と
は
七
月
十
五
日
に
も
行
わ
れ
る

「
超
度
冤
魂
」
の
た
め
の
行
事
で
あ
っ
て
、「
西
瓜
皮
や
木
板
を

作
り
、
そ
の
上
に
火
を
つ
け
て
河
に
流
す
」
こ
と
を
い
う
（
以

上
、
同
二
六
六
頁
）。
楊
潤
と
楊
澤
と
は
、
前
年
十
一
月
の
調

査
で
も
「
家
族
共
に
集
り
食
事
を
す
る
」
年
中
行
事
の
一
つ
と

し
て
「
地
蔵
王
聖
誕
（
旧
七
月
二
十
日
）」
を
挙
げ
て
い
た
（
同

二
三
五
頁
）。
こ
の
二
度
の
調
査
で
地
蔵
の
誕
生
日
の
日
付
が

食
い
違
っ
て
い
る
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
地
蔵
の
誕
生
日
は
多

く
の
地
方
で
七
月
三
十
日
と
さ
れ
る
。
沙
井
村
で
も
そ
の
よ
う

に
証
言
さ
れ
た
例
が
他
に
も
あ
り
（
同
二
六
一
頁
）、
こ
の
日

を
「
辦
五
会
」
の
実
施
日
の
一
つ
と
し
て
設
定
し
た
例
も
複
数

あ
る

（
５
）

（
同
一
三
○
・
一
四
三
・
一
五
三
頁
）。
他
方
、
七
月
二

十
日
を
地
蔵
の
誕
生
日
に
宛
て
た
例
は
他
に
見
ら
れ
な
い
か
ら
、

七
月
二
十
日
と
し
た
記
録
は
単
純
な
誤
記
な
の
か
も
知
れ
な
い
。

な
お
、
楊
潤
は
自
ら
の
語
っ
た
伝
承
が
七
月
の
地
蔵
関
連
の
も

の
で
は
な
い
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
が
、「〔
端
午
節
を
〕
こ
こ

は
何
故
三
日
に
す
る
か
」
と
い
う
内
田
の
質
問
に
直
接
に
は
答

え
て
い
な
い
。
そ
こ
で
内
田
が
そ
の
点
を
重
ね
て
尋
ね
た
と
こ

ろ
、
楊
潤
は
「
黄
巣
に
出
会
っ
た
の
が
五
月
三
日
で
、
黄
巣
は

五
日
頃
に
あ
な
た
の
村
を
通
る
だ
ろ
う
と
い
っ
た
。
村
人
は
三

日
に
艾

な
ど
を
門
に
つ
け
た
」
と
答
え
た
（
同
二
六
五
‐
二

六
六
頁
）。

【
伝
承
一
】
が
果
し
て
ど
こ
ま
で
村
民
全
体
に
共
有
さ
れ
村

内
に
流
布
し
て
い
た
の
か
を
疑
う
余
地
は
あ
る
。
例
え
ば
、
一

九
四
一
年
三
月
の
調
査
で
李
廣
志
は
、「
一
年
の
村
や
家
の
年

中
行
事
」
を
列
挙
す
る
中
で
「
五
月
三
日
―
―
端
午
節
（
普
通

の
土
地
は
五
月
五
日
、
順
義
の
み
三
日
、
理�

由�

は�

知�

ら�

ぬ�

）」

と
言
っ
て
い
る
（『
調
査
』
�
二
六
○
頁
）。
ま
た
、
沙
井
村
の

端
午
節
が
五
月
三
日
と
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
、
楊
潤
と
は
異

な
る
説
明
を
す
る
村
民
も
あ
っ
た
。
李
夢
雲
―
―
「
県
に
於
け

る
最
有
力
者
の
一
人
」（
同
�
一
○
九
頁
）
と
も
目
さ
れ
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る
―
―
は
一
九
四
二
年
七
月
の
調
査
で
次
の
よ
う
に
証
言
す
る

の
で
あ
る
。

五
月
三
日
に
端
午
節
を
す
る
と
聞
い
た
が
本
当
か＝

衙
門

村
の
廟
会
が
五
月
三
日
だ
か
ら
、
そ
れ
と
一
緒
に
す
る

そ
れ
は
廟
会
の
関
係
か＝

そ
う
だ

黄
巣
の
伝
説
の
関
係
と
聞
い
た
が
然
ら
ず
や＝

然�

ら�

ず�

。

そ�

ん�

な�

伝�

説�

は�

知�

ら�

ず�

（
同
�
三
一
八
頁
）

こ
の
時
も
調
査
を
担
当
し
て
い
た
内
田
智
雄
は
、
李
夢
雲
の
証

言
に
は
信
を
置
い
て
い
な
か
っ
た
ら
し
い
。
そ
の
翌
々
日
の
李

夢
雲
へ
の
聴
取
の
際
に
李
が
行
っ
た
説
明
（
結
婚
式
で
用
い
ら

れ
る
弓
箭
の
意
味
の
説
明
）
を
巡
っ
て
、
内
田
は
、「
農
民
に

聞
い
た
と
こ
ろ
で
は
、
李
夢
雲
氏
の
い
う
と
こ
ろ
は
必
ず
し
も

正
し
く
な
い
よ
う
で
あ
る
」
と
わ
ざ
わ
ざ
「
註
」
を
附
し
て
い

る
か
ら
で
あ
る
（
同
三
一
八
‐
三
一
九
頁
）。
し
か
し
、
内
田

の
こ
の
「
註
」
は
具
体
性
を
欠
い
て
説
得
的
で
は
な
い
し
、
仮

に
結
婚
式
の
弓
箭
に
つ
い
て
の
李
夢
雲
の
説
明
が
妥
当
で
な

か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
故
を
以
て
端
午
節
に
つ
い
て
の
彼
の

説
明
も
妥
当
で
な
い
と
は
言
え
な
い
。
五
月
三
日
に
衙
門
村
で

実
際
に
娘
々
廟
の
廟
会
が
開
か
れ
て
い
た
こ
と
―
―
も
っ
と
も
、

「
こ
こ
数
年
な
し
、
但
し
市
集
あ
り
」
と
も
い
う
―
―
に
つ
い

て
は
別
の
農
民
（
杜
祥
）
の
証
言
か
ら
も
裏
付
け
を
得
ら
れ
る

（
同
�
二
○
五
頁
）。
一
九
三
三
年
鉛
印
『
順
義
県
志
』
巻
十
二

「
風
俗
志
歌
謡
」
の
項
に
列
挙
さ
れ
る
県
内
各
地
の
「
壬
賽
会

演
戯
」
の
中
に
「
五
月
三
日
衙
門
村
」
と
あ
る
の
は
、
こ
の
廟

会
と
関
わ
る
に
違
い
な
い
（『
中
国
方
志
叢
書
（
華
北
地
方
）』

一
三
八『
河
北
省
順
義
県
志
㈡
』成
文
出
版
社
、
五
六
七
頁
。
廟

会
で
演
劇
が
上
演
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
第
四
節
で
言
及
す

る
）。
衙
門
村
の
娘
々
廟
は
県
内
で
「
最
も
大
き
い
廟
」
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
か
ら
（『
調
査
』
�
二
七
九
頁
）、
節
句
を
よ

り
賑
や
か
に
楽
し
む
た
め
に
、
そ
こ
の
廟
会
に
合
わ
せ
て
節
句

の
期
日
を
変
更
す
る
と
い
う
判
断
は
あ
り
得
た
と
考
え
ら
れ
る
。

同
時
に
、
李
廣
志
や
李
夢
雲
の
証
言
に
よ
っ
て
楊
潤
の
証
言

の
信
憑
性
が
直
ち
に
失
わ
れ
る
訳
で
は
な
い
点
も
確
認
し
て
お

か
ね
ば
な
ら
な
い
。
聴
取
調
査
の
実
施
に
携
わ
っ
た
人
は
誰
で

も
、
複
数
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
が
提
供
す
る
情
報
相
互
の
矛

盾
や
齟
齬
に
悩
ま
さ
れ
た
経
験
を
持
つ
で
あ
ろ
う
。
イ
ン
フ
ォ

ー
マ
ン
ト
の
年
齢
・
性
別
・
学
歴
・
職
業
・
生
活
環
境
な
ど

様
々
な
要
因
に
よ
っ
て
、
提
供
さ
れ
る
情
報
に
差
異
が
生
じ
る

の
は
当
然
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
一
方
の
証
言
の
み
に
依
拠
し

て
他
方
を
否
定
す
る
の
は
妥
当
で
な
い
こ
と
が
多
い
。
楊
潤
の

証
言
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
楊
潤
が
決
し
て
彼
自
身
の
創

作
や
思
い
付
き
で
あ
の
よ
う
な
故
事
を
語
っ
た
の
で
な
い
こ
と

は
、
荒
唐
無
稽
に
も
思
わ
れ
る
そ
の
故
事
の
類
話
が
中
国
各
地

の
民
間
伝
承
に
保
存
さ
れ
て
い
る
事
実
か
ら
傍
証
を
得
ら
れ
る
。
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私
た
ち
は
そ
の
事
例
を
紹
介
し
、
そ
の
中
に
【
伝
承
一
】
を
位

置
づ
け
て
み
た
い
。

＊

『
中
国
民
間
故
事
集
成
』
中
国
Ｉ
Ｓ
Ｂ
Ｎ
中
心
（
一
九
九
二

‐
二
○
○
八
年
）
は
全
三
十
三
巻
（
総
計
三
○
○
○
○
頁
以

上
）
に
も
及
ぶ
厖
大
な
資
料
集
成
で
あ
る
。
各
巻
巻
頭
に
置
か

れ
た
共
通
の
「
総
序
」
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
、
一
九
八
四
年
、

中
華
人
民
共
和
国
文
化
部
、
国
家
民
族
事
務
委
員
会
、
中
国
民

間
文
藝
協
会
が
共
同
し
て
発
出
し
た
「
関
於
編
輯
出
版＜

中
国

民
間
故
事
集
成＞

＜

中
国
歌
謡
集
成＞

＜

中
国
諺
語
集
成＞

的

通
知
」
に
基
く
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
、
各
省
・

各
自
治
区
・
各
直
轄
市
が
実
施
し
た
大
規
模
な
収
集
活
動
の
貴

重
な
成
果
で
あ
る
。
こ
の
中
に
【
伝
承
一
】
の
Ⓐ
の
類
話
、
Ⓑ

の
類
話
が
そ
れ
ぞ
れ
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
故
事
の
題
名
（
採
録
者
が
附
し
た
も
の
で

あ
ろ
う
）
‐
収
録
巻
名
と
そ
の
頁
数
‐
故
事
が
採
録
さ
れ
た
地

点
（
県
名
・
市
名
な
ど
）
‐
内
容
の
解
説
、
の
順
に
、
そ
れ
ら

を
紹
介
す
る
。
ま
ず
Ⓐ
の
類
話
か
ら
。

・
Ⓐ
‐（
１
）「
五
月
端
午
掛
蒲
柳
」
広
東
巻
六
八
一
‐
六
八

二
頁
。
中
山
市
。
婦
人
は
黄
巣
だ
と
気
付
か
ず
に
話
を
し

た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
背
負
っ
た
子
供
は
四
歳
、
手
を

引
い
て
い
る
子
供
は
二
歳
。
背
中
の
子
供
は
「
夫
の
前
妻

が
生
ん
だ
子
〔
我
丈
夫
前
妻
生
的
〕」
で
、
夫
は
二
年
前

に
亡
く
な
っ
た
と
い
う
。「
附
記
」
に
い
う
、「
五
華
県
・

電
白
県
・
河
源
県
・
梅
州
市
・
乳
源
県
に
も
類
似
の
伝
説

が
流
布
す
る
。
逃
げ
る
婦
人
〔
大
嫂
〕
が
背
負
っ
て
い
た

の
は
死
ん
だ
兄
夫
婦
〔
已
死
哥
嫂
〕
の
息
子
だ
と
す
る
地

方
も
あ
る
。
ま
た
、
門
に
掛
け
る
も
の
を
葛
藤
（
つ
る
）

と
し
た
り
菖
蒲
と
し
た
り
、
葱
笋
や
艾
と
し
た
り
す
る
相

違
が
あ
る
」
と
。

・
Ⓐ
‐（
２
）「
五
月
端
陽
挿
艾
蒿
」
湖
南
巻
四
四
七
頁
。
石

門
県
。
子
供
を
連
れ
た
婦
人
に
黄
巣
が
出
く
わ
し
た
の
は

「
黄
巣
が
兵
を
連
れ
て
進
軍
し
て
い
た
時
〔
黄
巣
帯
着
兵

馬
在
行
軍
的
時
候
〕」
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
時
婦
人
が
逃

げ
て
い
た
と
は
明
言
し
な
い
。
ま
た
、
背
負
っ
て
い
た
の

は
「
他
人
の
子
〔
人
家
的
伢
児
〕」
と
す
る
の
み
。

・
Ⓐ
‐（
３
）「
瑤
家
端
午
掛
葛
藤
」
湖
南
巻
四
四
九
頁
。
新

田
県
。
瑤
族
の
伝
承
。
黄
巣
が
婦
人
と
出
く
わ
し
た
の
は

「
黄
巣
が
変
装
し
て
民
情
を
探
っ
て
い
た
〔
黄
巣
喬
装
打

扮
査
訪
民
情
〕」
時
の
こ
と
と
す
る
。【
伝
承
一
】
と
の
大

き
な
差
異
は
、
婦
人
が
子
供
を
連
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ

る
。「
黄
巣
は
人
を
殺
す
こ
と
草
を
刈
る
が
如
く
な
の
だ

か
ら
、
怖
れ
ず
に
い
ら
れ
よ
う
か
〔
黄
巣
殺
人
如
割
草
、

難
道
你
不
怕
〕」
と
訴
え
る
婦
人
に
対
し
て
、「
黄
巣
は
悪
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人
を
殺
す
の
み
で
善
人
を
殺
し
た
り
は
し
な
い
〔
黄
巣
只

殺
壊
人
、
不
殺
好
人
〕」
と
弁
解
し
た
黄
巣
は
、
善
人
で

あ
る
こ
と
の
「
し
る
し
〔
標
志
〕」
と
し
て
、
家
の
大
門

に
二
本
の
葛
藤
を
掛
け
さ
せ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

・
Ⓐ
‐（
４
）「
瑤
家
端
午
掛
葛
藤

異
文
」
湖
南
巻
四
五
○

頁
。
藍
山
県
。
瑤
族
の
伝
承
。
婦
人
が
背
負
っ
て
い
た
の

は
兄
夫
婦
の
三
歳
の
子
供
、
手
を
引
い
て
い
る
の
は
自
身

の
生
ん
だ
二
歳
の
子
供
と
い
う
。【
伝
承
一
】
と
の
大
き

な
差
異
は
、「
兵
匪
」
か
ら
逃
れ
よ
う
と
し
た
婦
人
が
出

会
っ
た
相
手
が
黄
巣
で
は
な
く
「
一
人
の
神
仙
〔
一
位
神

仙
〕」
だ
っ
た
と
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

・
Ⓐ
‐（
５
）「
柳
橋
十
八
家
」
浙
江
巻
一
○
三
‐
一
○
四
頁
。

海
塩
県
。
黄
巣
は
「
善
人
は
殺
さ
ず
、
悪
人
は
殺
し
尽
す

〔
好
人
不
殺
、
悪
人
殺
絶
〕」
英
雄
と
見
做
さ
れ
、
柳
橋
村

の
貧
し
い
「
十
八
家
」
は
善
人
で
あ
っ
た
が
故
に
生
き

残
っ
た
と
さ
れ
る
。「
附
記
」
に
い
う
、「
海
寧
市
の
複
数

の
農
民
か
ら
採
録
し
た
《
楊
柳
十
八
家
》
も
粗
筋
は
ほ
ぼ

同
じ
。
た
だ
、
語
ら
れ
る
の
は
太
平
天
国
の
時
代
の
こ
と
、

場
所
は
海
寧
の
湖
塘
村
で
の
こ
と
と
さ
れ
る
。
杭
州
地
区

に
は
《
留
下
十
八
家
》
の
伝
説
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
、
黄

巣
が
出
会
っ
た
相
手
は
男
性
と
な
っ
て
い
る
。
杭
州
市
の

留
下
は
、
元
来
は
名
も
無
い
小
村
だ
っ
た
が
、
十
八
戸
の

人
が
留
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
名
が
つ
い
た
。
こ
の
他
、

鴻
安
・
武
義
・
江
山
な
ど
の
地
に
も
類
似
の
伝
承
が
あ
る

が
、
黄
巣
が
〔
善
人
の
家
に
〕
挿
す
よ
う
に
命
じ
た
も
の

は
楊
柳
で
は
な
く
菖
蒲
や
艾
草
で
あ
り
、
時
期
は
ち
ょ
う

ど
五
月
五
日
に
当
っ
て
い
た
。
以
後
、
端
午
節
に
は
菖
蒲

や
艾
草
を
挿
す
習
慣
が
伝
え
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
」
と
。

・
Ⓐ
‐（
６
）「
杏
花
村
」
安
徽
巻
三
二
八
‐
三
二
九
頁
。
毫

州
市
。
故
事
の
冒
頭
に
短
く
、
黄
巣
が
「
造
反
」
を
企
て

る
に
至
っ
た
縁
起
を
説
く
。
婦
人
が
背
負
っ
て
い
た
の
は

七
、
八
歳
に
な
る
「
我
が
家
の
兄
弟
の
子
〔
我
家
兄
弟
的

小
孩
〕」
で
、
そ
の
兄
弟
は
既
に
亡
く
な
っ
て
い
る
と
い

う
。
家
の
門
に
挿
す
よ
う
に
と
黄
巣
が
婦
人
に
与
え
た
の

は
杏
花
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
杏
花
村
の
由
来
と
な
る
。

・
Ⓐ
‐（
７
）「
五
月
五

房
上
挿
艾
草
」
江
蘇
巻
三
八
六
‐

三
八
七
頁
。
南
通
県
。
こ
の
故
事
で
は
、
黄
巣
は
登
場
せ

ず
、
そ
の
代
り
に
、
一
人
の
「
老
神
仙
」
が
村
に
恨
み
を

抱
き
、
村
に
疫
病
を
流
行
ら
せ
よ
う
と
試
み
た
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
村
か
ら
逃
げ
出
そ
う
と
す
る
婦
人
が
抱
い

て
い
る
の
は
五
、
六
歳
の
子
供
、
手
を
引
い
て
い
る
の
は

二
、
三
歳
の
子
供
。
婦
人
が
抱
い
て
い
る
そ
の
子
供
は「
自

分
の
夫
の
前
妻
が
生
ん
だ
子
〔
我
丈
夫
前
妻
的
孩
子
〕」

で
あ
る
と
い
う
。
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・
Ⓐ
‐（
８
）「
五
月
五

掛
葫
蘆

異
文
」
河
北
巻
四
○
○

‐
四
○
一
頁
。
冀
県
西
甫
村
。
こ
の
故
事
で
は
黄
巣
は
登

場
せ
ず
、
そ
の
代
り
に
、
明
代
の
燕
王
が
「
血
流
れ
て
河

と
成
る
」
大
殺
戮
を
行
う
。
逃
れ
よ
う
と
す
る
婦
人
が
背

負
っ
た
六
、
七
歳
の
子
供
は
「
一
番
年
長
の
伯
父
夫
婦
の

身
内
〔
大
伯
哥
嫂
的
骨
肉
〕」
だ
と
い
う
。（
＊
「
五
月
五

掛
葫
蘆
」
河
北
巻
三
九
九
頁
（
豊
寧
県
満
族
自
治
区
）
は

五
月
五
日
に
葫
蘆
（
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
）
を
掛
け
る
習
俗
に
関

す
る
呂
洞
賓
の
故
事
で
あ
る
が
、【
伝
承
一
】
の
類
話
と

見
る
こ
と
は
出
来
な
い
。）

次
に
Ⓑ
の
類
話
。

・
Ⓑ
‐（
１
）「
黄
巣
祭
旗
開
刀
」
浙
江
巻
一
○
一
‐
一
○
二

頁
。
諸
暨
県
。「
黄
巣
は
天
上
の
傅
羅
卜
真
人
が
投
胎
し

た
の
で
あ
る
。傅
羅
卜
真
人
が
母
を
救
う
た
め
に
地
獄〔
の

門
〕
を
開
い
た
時
、
八
百
万
の
妖
魔
鬼
怪
が
解
き
放
た
れ

た
。
玉
皇
大
帝
は
頭
髪
を
逆
立
て
て
激
怒
し
、
彼
を
人
界

に
投
生
さ
せ
て
、
解
き
放
た
れ
た
妖
怪
魔
鬼
を
一
人
残
ら

ず
〔
地
獄
へ
〕
帰
収
せ
し
め
た
〔
黄
巣
是
天
上
的
傅
羅
卜

真
人
投
胎
的
。
傅
羅
卜
真
人
為
了
救
娘
、
打
開
地
獄
的
辰

光
、
放
出
了
八
百
万
妖
魔
鬼
怪
。
玉
皇
大
帝
気
得
頭
髪
竪

起
、
叫
他
投
生
人
間
、
把
放
出
的
妖
怪
魔
鬼
一
個
勿
剰
収

回
来
〕」
と
い
う
。
目
連
の
名
は
出
て
こ
な
い
が
「
傅
羅

卜
」
は
目
連
の
俗
名
と
し
て
し
ば
し
ば
語
ら
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。「
真
人
」
や
「
玉
皇
大
帝
」
が
登
場
す
る
、
道

教
化
さ
れ
た
故
事
で
あ
る
が
、
最
後
の
場
面
で
は
観
音
娘

娘
が
現
れ
る
。

・
Ⓑ
‐（
２
）「
黄
巣
祭
旗
開
刀

異
文
」
浙
江
巻
一
○
二
‐

一
○
三
頁
。
富
陽
県
。
や
は
り
道
教
化
さ
れ
た
故
事
で
あ

る
が
、「
黄
巣
は
目
連
僧
の
生
ま
れ
変
わ
り
〔
黄
巣
是
目

連
僧
的
伝
世
〕」
と
い
う
。
傅
羅
卜
の
名
は
出
て
こ
な
い
。

・
Ⓑ
‐（
３
）「�
在
樹
（
数
）
者
難
逃
�」
安
徽
巻
三
二
四
‐

三
二
五
頁
。
阜
陽
県
。
Ⓑ
‐（
４
）（
５
）と
共
通
す
る
黄
巣

関
連
の
逸
話
を
膨
ら
ま
せ
た
も
の
。「
樹
」
と
「
数
」
の

音
通
を
活
か
し
、「
樹
に
隠
れ
た
者
は
逃
れ
難
い
」と「（
殺

害
さ
れ
る
べ
き
）
数＝

運
命
に
あ
る
者
は
逃
れ
難
い
」
の

意
を
掛
け
る
。
ま
た
、
冒
頭
に
お
け
る
黄
巣
と
杏
花
村
の

因
縁
へ
の
言
及
は
Ⓐ
‐（
６
）と
の
関
連
を
示
し
て
い
る
。

・
Ⓑ
‐（
４
）「
黄
巣
殺
人
八
百
万
、
在
樹
難
逃
」
安
徽
巻
三

二
六
‐
三
二
七
頁
。
馬
鞍
山
市
。
傅
蘿
卜
（
後
の
目
連
）

が
黄
巣
と
し
て
転
生
し
た
由
来
の
記
述
が
詳
し
い
。
地
蔵

王
と
目
連
と
は
同
体
で
は
な
く
、
こ
の
故
事
は
、「
目
連

の
一
家
三
人
は
皆
な
地
蔵
王
の
侍
者
と
な
っ
た
〔
目
連
一

家
三
口
、
都
成
為
地
蔵
王
侍
者
〕」
と
結
ば
れ
る
。

・
Ⓑ
‐（
５
）「
黄
巣
造
反
、
在
数
難
逃
」
山
東
巻
三
一
三
頁
。
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棗
荘
市
台
児
荘
区
。「
黄
巣
殺
人
八
百
万
」
と
い
う
点
で

は
他
の
故
事
と
共
通
す
る
。
黄
巣
の
反
乱
時
の
逸
話
は
Ⓑ

‐（
３
）（
４
）と
同
工
異
曲
だ
が
、
地
蔵
や
目
連
は
登
場
し

な
い
。
閻
王
老
爺
は
出
て
く
る
も
の
の
、【
伝
承
一
】
と

の
関
連
は
さ
ほ
ど
強
く
な
い

（
６
）

。

こ
れ
ら
の
類
話
か
ら
、
私
た
ち
は
次
の
諸
点
を
指
摘
す
る
こ
と

が
出
来
る
。

Ⓐ
の
故
事
は
、＜

（
大
き
い
子
供
を
背
負
い
、
小
さ
い
子
供

の
手
を
引
い
て
逃
げ
る
）
婦
人
（
男
性
と
す
る
も
の
も
あ

り
）＞

と
い
う
原
型
に
様
々
な
要
素
が
附
加
さ
れ
る
こ
と
で
異

説
が
生
成
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
附
加
さ
れ
た
要
素
と
し

て
は
、＜

連
れ
て
い
る
子
供
の
年
齢＞
＜
大
き
い
子
供
の
方
を

背
負
っ
て
い
る
（
抱
い
て
い
る
）
理
由＞

＜
黄
巣
が
婦
人
と
出

く
わ
し
た
状
況＞

の
他
、＜

婦
人
が
遭
遇
す
る
の
は
誰
か＞

と

い
う
点
に
つ
い
て
も
、
婦
人
が
遭
遇
し
た
相
手
を
黄
巣
と
す
る

も
の
ば
か
り
で
な
く
、「
神
仙
」
と
す
る
も
の
、「
燕
王
」
と
す

る
も
の
な
ど
が
見
ら
れ
る
。
更
に
黄
巣
に
関
し
て
、
そ
れ
を
恐

怖
の
対
象
と
す
る
例
ば
か
り
で
な
く
、
悪
人
を
懲
ら
す
英
雄
と

見
做
す
例
も
散
見
さ
れ
る
。
黄
巣
の
英
雄
視
は
共
産
中
国
の
成

立
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、
農
村
地
域
で
か
な
り
行
わ
れ
て
い
た

の
で
は
な
い
か
。
強
い
力
を
有
す
る
人
物
に
は
、
時
と
し
て
評

価
の
両
面
性
が
伴
う
の
で
あ
る
。
私
た
ち
は
、
こ
れ
に
類
似
し

た
例
と
し
て
、
江
西
省
貴
渓
県
で
採
録
さ
れ
た
「
鍾
馗
拝
母
」

（
江
西
巻
一
六
九
‐
一
七
一
頁
）
の
故
事
を
想
起
し
よ
う
。
そ

の
大
意
は
以
下
の
通
り
。
―
―
鍾
馗
は
幼
く
し
て
父
を
亡
く
し
、

母
は
苦
労
を
重
ね
て
彼
ら
を
育
て
た
。
し
か
し
鍾
馗
は
生
来
、

容
貌
余
り
に
醜
怪
な
た
め
嫁
を
娶
る
こ
と
が
叶
わ
ず
、
そ
の
故

に
母
を
恨
み
暴
力
を
振
っ
た
。
彼
は
毎
日
、
刀
を
真
っ
赤
に
染

め
る
牛
豚
の
屠
殺
を
生
業
と
し
た
。
人
々
は
彼
を
「
鬼
お
ど
し

〔
鬼
不
怕
〕」
と
呼
ん
で
怖
れ
た
。
だ
が
、
観
音
老
母
の
お
導
き

に
よ
っ
て
、
彼
は
改
心
し
、
母
に
孝
養
を
尽
す
よ
う
に
な
っ
た
。

鍾
馗
が
邪
を
改
め
正
に
帰
し
た
の
を
見
て
、
観
音
老
母
は
彼
を

天
廷
に
昇
ら
し
め
た
が
、
天
上
の
神
仙
た
ち
は
容
貌
醜
悪
な
鍾

馗
と
協
働
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
観
音
老
母
は
已
む

無
く
鍾
馗
を
再
び
人
界
に
遣
わ
し
、
妖
邪
鬼
魔
を
管
轄
し
て
天

下
の
平
安
を
保
た
し
め
た
。
か
く
し
て
鍾
馗
は
真
の
「
鬼
お
ど

し
」
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
―
―
「
附
記
」
に
い
う
、「
鍾
馗

は
伝
説
に
お
け
る
打
鬼
駆
邪
の
神
で
あ
る
。
…
…
旧
俗
で
は
、

端
午
節
に
民
衆
は
、
多
く
鍾
馗
の
像
を
掛
け
る
。
打
鬼
駆
邪
に

効
あ
り
と
い
う
」
と
。
端
午
節
に
当
り
、「
駆
鬼
避
邪
」
の
た

め
に
門
前
に
鍾
馗
像
を
貼
る
習
俗
は
河
北
省
豊
潤
県
で
も
確
認

さ
れ
て
い
る
か
ら
（『
豊
潤
県
志
』
第
三
十
一
篇
「
風
俗
」
第

四
章
「
歳
時
風
俗
」
中
国
社
会
科
学
出
版
社
（
一
九
九
三
年
）

六
五
二
頁
）、
同
様
の
習
俗
は
華
北
農
村
に
も
あ
っ
た
の
で
あ

9 『中国農村慣行調査』に記録された或る民間伝承の歴史的来歴
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る
。
容
貌
が
醜
く
か
っ
た
こ
と
、
人
々
に
怖
れ
ら
れ
る
経
歴
を

持
つ
こ
と
に
お
い
て
、
鍾
馗
と
黄
巣
と
は
著
し
く
類
似
す
る
。

黄
巣
の
故
事
が
端
午
節
に
関
連
付
け
ら
れ
、
黄
巣
に
「
妖
怪
魔

鬼
」
を
駆
除
す
る
働
き
が
期
待
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
は
、
鍾
馗

の
伝
承
と
の
習
合
に
よ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い

て
は
第
四
節
で
も
言
及
す
る
。

Ⓑ
の
故
事
に
つ
い
て
は
、（
１
）（
３
）（
４
）（
５
）で
共
通
の
逸

話
が
語
ら
れ
て
い
る
点
、（
１
）（
４
）で
目
連
の
俗
名
が
「
傅
羅

（
蘿
）
卜
」
と
さ
れ
て
い
る
点
が
興
味
深
い
。
こ
れ
ら
の
点
は
、

こ
の
故
事
が
或
る
特
定
の
宝
巻
の
演
唱
に
由
来
す
る
こ
と
を
強

く
示
唆
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
特
定
の
宝
巻
と
の
関
係
に
つ

い
て
の
詳
し
い
検
討
は
次
節
に
譲
る
。

Ⓐ
と
Ⓑ
と
が
元
来
関
連
す
る
故
事
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と

も
独
立
し
た
別
個
の
故
事
で
あ
っ
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
、

仮
に
起
源
を
異
に
し
て
い
た
と
し
て
も
、
い
ず
れ
も
黄
巣
に
関

す
る
故
事
で
あ
る
か
ら
、
両
者
が
繋
ぎ
合
わ
さ
れ
る
余
地
は
充

分
に
あ
っ
た
。【
伝
承
一
】
で
は
Ⓐ
Ⓑ
間
の
連
続
性
は
必
ず
し

も
明
確
で
は
な
く
、
ま
た
、
上
掲
の
類
話
で
も
Ⓐ
‐（
６
）・
Ⓑ

‐（
３
）
に
辛
う
じ
て
そ
の
一
端
を
看
取
出
来
る
程
度
に
留
ま

る
が
、
次
に
紹
介
す
る
伝
承
で
は
、
Ⓐ
の
故
事
を
Ⓑ
‐（
１
）

（
３
）（
４
）（
５
）に
共
通
す
る
逸
話
と
結
び
付
け
て
一
つ
の
故
事

と
し
て
構
成
し
て
い
る
。
や
や
長
文
に
亘
る
が
、
そ
の
全
文
を

引
用
し
て
お
く
。
引
用
文
中
の
／
は
原
著
で
の
改
行
を
示
す
。

【
伝
承
一
】
と
共
通
す
る
部
分
に
傍
線
を
、
ま
た
以
後
の
論
述

で
言
及
す
る
箇
所
に
番
号
と
波
線
を
附
す
。
本
論
で
は
こ
れ
を

【
伝
承
二
】
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

昔
、
五
月
五
日
端
午
節
の
朝
、
天
津
一
帯
の
家
々
で
は
、

皆
な
そ
れ
ぞ
れ
に
、
戸
の
框
や
ら
檐
や
ら
に
艾
の
枝
を
何
本

か
挿
し
挟
ん
だ
も
の
だ
。
こ
れ
に
は
言
い
伝
え
が
あ
る
の
だ
。

／
唐
代
に
黄
巣
と
い
う
人
が
お
っ
た
そ
う
だ
。
ⓐ
こ
の
人
、

相
貌
は
醜
い
が
志
は
高
く
、
発
奮
し
て
勉
学
に
励
み
、
状
元

で
科
挙
に
合
格
し
た
。
当
時
の
朝
廷
の
決
ま
り
で
は
、
新
規

に
合
格
し
た
状
元
は
皆
な
宮
中
の
皇
后
か
皇
女
か
ら
花
を
挿

し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
て
お
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
皇
女
が

黄
巣
に
花
を
挿
そ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
皇
女
は
黄
巣
が

醜
い
も
の
で
、
花
を
放
り
出
し
て
し
も
う
た
そ
う
だ
。
皇
帝

は
顔
色
を
変
え
て
激
怒
し
、
斯
く
も
醜
い
人
物
を
試
験
主
任

ふ
た
ご
こ
ろ

官
が
〔
状
元
に
〕
選
び
出
し
た
の
は
二
心
あ
る
か
ら
だ
と
思

い
込
み
、
す
ぐ
さ
ま
そ
の
試
験
主
任
官
を
処
刑
さ
せ
た
。
そ

の
う
え
、
ⓑ
黄
巣
の
状
元
を
取
り
消
し
、
金
甲
武
士
に
命
じ

て
黄
巣
を
皇
宮
か
ら
追
放
し
て
し
も
う
た
。
／
ⓒ
黄
巣
は
一

気
に
河
南
開
封
の
相
国
寺
に
至
り
、
剃
髪
し
て
僧
と
な
っ
た
。

ⓓ
彼
は
武
術
の
訓
練
を
積
み
、
大
唐
に
反
旗
を
翻
さ
ん
も
の

と
思
い
定
め
た
。
兵
の
聯
絡
を
つ
け
る
た
め
、
後
に
彼
は
河
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嵩
山
の
或
る
廟
に
身
を
潜
め
た
。
彼
と
こ
の
廟
の
老
僧
と

は
毎
日
寝
食
を
共
に
し
、
二
人
は
と
て
も
親
し
く
な
っ
た
。

起
義
に
当
り
、
黄
巣
は
廟
中
の
老
僧
に
言
う
た
、「
明
日
、

わ
し私

は
そ
な
た
の
廟
を
お
借
り
し
て
兵
を
招
集
致
し
ま
す
。
そ

な
た
は
暫
時
避
難
し
て
下
さ
い
ま
す
よ
う
に
。
色
々
な
気
性

の
者
が
お
り
ま
す
故
、
そ
な
た
に
害
を
及
ぼ
す
と
い
け
ま
せ

ぬ
か
ら
」と
。
翌
朝
、
各
地
か
ら
仲
間
が
廟
に
集
結
し
た
。
ⓔ

黄
巣
は
樹
齢
百
年
に
も
な
る
榕
樹
で
刀
の
切
れ
味
を
試
す
こ

と
に
し
た
。
黄
巣
が
思
い
切
り
樹
の
幹
に
刀
で
切
り
つ
け
る

と
、
あ
ろ
う
こ
と
か
、
刀
は
血
に
塗
れ
て
し
も
う
た
。
思
い

ほ
ら

も
か
け
ぬ
こ
と
に
、
か
の
老
僧
が
こ
の
樹
の
洞
の
中
に
身
を

隠
し
て
お
っ
た
の
だ
。
黄
巣
は
悲
痛
に
堪
え
な
か
っ
た
。
あ

あ
、
ま
さ
か
自
分
の
手
で
か
の
老
僧
を
殺
め
て
し
ま
う
と
は
。

／
黄
巣
は
南
に
北
に
と
転
戦
し
た
。
ⓕ
こ
の
日
、
旧
暦
五
月

四
日
、
黄
巣
は
一
人
の
婦
人
が
大
き
い
方
の
子
供
を
背
負
い
、

小
さ
い
方
の
子
供
の
手
を
引
い
て
、
あ
た
ふ
た
と
逃
げ
る
の

を
目
に
し
た
。
小
さ
い
方
の
子
供
は
走
り
な
が
ら
大
声
で
泣

い
て
い
た
。
黄
巣
は
馬
を
止
め
て
尋
ね
た
、「
そ
こ
の
婦
人
。

そ
の
大
き
い
方
の
子
供
が
き
っ
と
お
前
の
実
の
子
な
の
で
あ

ろ
う
。
さ
も
な
く
ば
、
大
き
い
方
の
子
供
を
背
負
い
、
小
さ

い
方
の
子
供
の
手
を
引
く
筈
は
な
い
か
ら
な
」
と
。
／
婦
人

は
黄
巣
が
満
面
に
殺
気
を
漲
ら
せ
て
い
る
の
を
見
て
、
震
え

上
が
っ
て
し
も
う
た
。
黄
巣
は
刀
で
、
大
き
い
方
の
子
供
を

指
し
て
問
う
た
、「
そ
の
人
は
お
前
の
母
親
か
？
」
と
。
大

き
い
方
の
子
供
は
怯
え
な
が
ら
言
う
た
、「
僕
の
母
ち
ゃ
ん

マ
マ

は
…
…
死
ん
じ
ま
い
ま
し
た
」
と
。
こ
の
時
、
小
さ
い
方
の

子
供
が
婦
人
の
足
に
し
が
み
つ
い
て
言
う
た
、「
お
い
ら
の

わ

け

母
ち
ゃ
ん
だ
よ
」
と
。
黄
巣
は
婦
人
に
実
情
を
話
さ
せ
た
。

／
婦
人
は
言
う
た
、「
私
は
反
乱
が
怖
ろ
し
う
て
、
息
子
を

連
れ
て
逃
げ
ま
し
た
。
こ
の
、
大
き
い
方
の
子
供
の
お
母
さ

ん
が
誰
に
殺
さ
れ
た
の
か
は
存
じ
ま
せ
ん
。
こ
の
子
は
お
母

む
く
ろ

さ
ん
の
死
骸
の
傍
に
じ
っ
と
し
て
お
り
ま
し
た
。
私
は
こ
の

子
を
引
っ
張
っ
て
逃
げ
よ
う
と
し
ま
し
た
が
、
こ
の
子
は
動

き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
已
む
無
く
自
分
の
子
を
背
か
ら
下
ろ
し
、

こ
の
子
を
背
負
う
た
の
で
ご
ざ
り
ま
す
」
と
。
／
老
僧
の
死

は
黄
巣
に
悔
恨
の
情
を
与
え
て
い
た
。
無
辜
の
人
を
こ
れ
以

上
誤
っ
て
殺
す
こ
と
が
な
い
よ
う
に
せ
ね
ば
と
、
黄
巣
は
或

る
方
法
を
思
い
つ
き
、
婦
人
に
言
う
た
、「
そ
な
た
は
家
に

戻
り
、
皆
に
こ
う
告
げ
よ
。
家
の
檐
に
艾
の
枝
を
挿
し
挟
ん

で
お
け
ば
平
安
無
事
で
あ
る
と
な
」
と
。
そ
れ
か
ら
彼
は
、

艾
の
枝
を
挿
し
挟
ん
で
あ
る
人
々
の
家
を
襲
っ
て
は
な
ら
ぬ

と
い
う
命
令
を
三
軍
に
伝
え
た
。
／
五
月
、
艾
草
は
叢
生
す

る
か
ら
、
容
易
に
探
し
当
て
ら
れ
る
。
婦
人
は
家
に
戻
る
と
、

皆
に
こ
の
こ
と
を
告
げ
た
。
翌
日
の
端
午
節
、
ど
こ
の
家
の
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框
に
も
檐
に
も
、
艾
の
枝
が
挿
し
挟
ま
れ
た
。
こ
れ
よ
り
今

日
ま
で
、
こ
の
習
俗
は
伝
え
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。〔
過

去
、
五
月
初
五
端
午
節
早
上
、
天
津
一
帯
家
家
戸
戸
都
在
門

框
或
屋
檐
下
挿
幾
根
艾
枝
、
這
裏
頭
有
個
伝
説
。
／
拠
伝
、

唐
朝
時
有
一
個
叫
黄
巣
的
人
。
他
相
貌
醜
、
但
志
気
大
、
発

奮
攻
読
、
考
中
了
状
元
。
当
時
朝
廷
有
規
定
、
凡
新
中
的
状

元
、
都
要
由
宮
内
娘
娘
或
公
主
出
来
給
挿
花
。
話
説
当
公
主

給
黄
巣
挿
花
時
、
見
他
長
得
醜
、
便
把
花
給

了
。
皇
上
勃

然
大
怒
、
認
為
主
考
官
将
這
麼
醜
的
人
選
進
来
、
有
意
跟
自

己
作
対
、
便
下
令
将
主
考
官
殺
了
、
又
取
消
了
黄
巣
的
状
元
、

命
金
甲
武
士
把
黄
巣
趕
出
皇
宮
。
／
黄
巣
一
気
之
下
、
来
到

河
南
開
封
相
国
寺
、
削
髪
為
僧
。
他
苦
練
武
功
、
準
備
造
大

唐
的
反
。
為
了
聯
絡
人
馬
、
後
来
到
河
南
嵩
山
一
座
廟
内
隠

身
。
他
和
這
廟
裏
的
老
僧
天
天
在
一
起
、
二
人
十
分
要
好
。

当
就
要
起
義
時
、
黄
巣
在
廟
中
対
老
僧
説
、�
明
天
我
借
你

的
廟
召
集
人
馬
、
你
暫
時
躲
避
一
下
、
各
種
脾
気
的
人
都
有
、

怕
傷
害
了
你
�。
次
日
凌
晨
、
各
路
人
馬
都
到
廟
裏
来
了
。

マ
マ

黄
巣
用
廟
中
的
一

百
年
大
榕
樹
祭
刀
。
当
黄
巣
猛
地
把
刀

進
樹
身
時
、
誰
知
刀
入
血
流
、
原
来
、
那
老
僧
正
躲
避
在

樹
洞
裏
。
黄
巣
十
分
悲
痛
、

誰
知
反
害
了
他
。
／
黄
巣
南

征
北
戦
。
這
天
農
暦
五
月
初
四
、
黄
巣
看
見
一
個
婦
人
身
背

一
個
大
点
児
的
孩
子
、
手
裏
還
領
着
一
個
小
点
児
的
孩
子
、

匆
忙
逃
避
、
小
孩
子
辺

辺
哭
。
黄
巣
勒
住
馬
問
道：

�
你

這
婦
人
、
這
大
孩
子
一
定
是
你
的
親
生
子
、
不
然
、
你
不
会

背
着
大
的
、
領
着
小
的
�。
／
婦
人
見
黄
巣
満
臉
殺
気
、
戦

戦
兢
兢
。
黄
巣
用
刀
指
着
大
孩
子
問：

�

是
不
是
你
娘
？

マ
マ

�
大
孩
子
胆
怯
地
説
�
我
娘
…
…
没
了
�。
這
時
、
小
孩
子

抱
着
婦
人
的
腿
説：

�

是
我
的
娘
�。
黄
巣
要
婦
人
講
出
実

情
。
／
婦
人
説：

�
我
害
怕
造
反
、
帯
児
子
出
逃
、
這
大
孩

子
的
媽
媽
不
知
被
誰
殺
了
、
他
守
在
媽
媽
的
屍
体
傍
、
我
拉

他
逃

、
他
不
動
、
我
只
好
放
下
自
個
児
的
孩
子
、
背
起
他

来
�。
／
老
僧
的
死
、
使
黄
巣
又
悔
又
恨
。
他
怕
再
錯
殺
無

辜
百
姓
、
便
想
了
個
主
意
、
他
対
婦
人
説：

�
你
回
家
告
訴

百
姓
、
在
房
檐
下
挿
上
艾
枝
、
就
平
安
無
事
�。
然
後
、
他

伝
令
三
軍
、
不
要
殺
挿
艾
枝
的
百
姓
家
。
／
五
月
、
艾
草
叢

生
、
容
易
找
到
。
百
姓
家
門
框
屋
檐
都
挿
上
了
艾
枝
。
従
此
、

這
習
俗
就
流
伝
下
来
了
〕（「
端
午
節
挿
艾
枝
」
天
津
巻
五
二

六
‐
五
二
七
頁
。
河
東
県
）

波
線
ⓐ
‐
ⓔ
の
逸
話
（
Ⓑ
‐（
１
）（
３
）（
４
）（
５
）に
共
通
す
る

逸
話
）
は
元
来
、
黄
巣
と
目
連
を
結
び
付
け
る
宝
巻
に
含
ま
れ

て
い
た
も
の
で
は
あ
る
が
、【
伝
承
二
】
に
は
地
蔵
‐
目
連
は

登
場
せ
ず
、
従
っ
て
冥
界
と
の
関
連
は
既
に
消
失
し
て
い
る
。

冥
界
と
の
繋
が
り
の
代
り
に
、
殺
人
を
犯
さ
ざ
る
を
得
な
い
自

ら
の
運
命
に
苦
悩
す
る
黄
巣
像
を
造
形
し
た
の
が
【
伝
承
二
】
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だ
と
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
冥
界
と
の
繋
が
り
の
部
分
を
例

え
ば
Ⓑ
‐（
３
）の
目
連
故
事
で
補
う
な
ら
ば
、【
伝
承
一
】
の

内
容
は
（
細
部
に
相
違
は
あ
る
も
の
の
）
ほ
ぼ
充
足
す
る
こ
と

に
な
る
。【
伝
承
二
】
波
線
ⓕ
に
お
い
て
、
黄
巣
と
婦
人
と
の

遭
遇
が
「
五
月
四�

日�

」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
の
も
興
味
深
い
。

『
中
国
農
村
慣
行
調
査
』
の
記
録
を
見
る
の
み
で
は
、
楊
潤
が

そ
れ
を
五
月
三
日
に
設
定
し
た
の
は
苦
し
紛
れ
と
も
思
わ
れ
か

ね
な
い
が
、
そ
の
日
付
を
「
四
日
」
か
ら
更
に
も
う
一
日
遡
ら

せ
る
伝
承
が
実
際
に
行
わ
れ
て
い
た
と
推
測
す
る
方
が
妥
当
な

の
で
あ
ろ
う
。

楊
潤
が
語
っ
た
伝
承
は
決
し
て
孤
立
し
た
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
そ
れ
は
沙
井
村
な
い
し
華
北
農
村
に
限
定
的
に
見
出
さ
れ

る
も
の
で
す
ら
な
く
、
遠
く
広
東
省
な
ど
南
方
に
ま
で
広
く
流

布
す
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

三
、
伝
承
の
分
析

次
に
問
題
に
な
る
の
は
、【
伝
承
一
】
や
そ
の
類
話
が
村
落

共
同
体
の
中
で
発
生
し
継
承
さ
れ
て
き
た
社
会
的
背
景
を
追
求

す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
過
程
で
Ⓐ
と
Ⓑ
と
の
関
係
に
つ
い
て

も
一
定
程
度
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の

目
的
の
た
め
に
は
、【
伝
承
一
】
Ⓑ
の
故
事
の
歴
史
的
来
歴
の

検
討
か
ら
着
手
す
る
の
が
便
宜
で
あ
る
。
先
行
研
究
を
手
掛
か

り
と
し
つ
つ
、
こ
の
問
題
の
解
明
を
試
み
よ
う
。

死
後
に
地
獄
に
堕
ち
た
母
を
救
う
た
め
に
息
子
の
目
連
が
地

獄
を
経
巡
る
物
語
は
一
般
に
、
目
連
救
母
（
目
連
尊
者
の
地
獄

巡
り
）故
事
と
し
て
人
口
に
膾
炙
し
て
い
る
。
こ
の
物
語
は『
仏

説
盂
蘭
盆
経
』
に
淵
源
し
、
変
文
や
宝
巻
な
ど
の
演
唱
と
い
う

語
り
物
文
藝
を
通
し
て
広
範
に
流
布
し
た
。
目
連
戯
と
総
称
さ

れ
る
儀
礼
的
演
劇
や
盂
蘭
盆
会
な
ど
の
祭
礼
が
こ
の
故
事
に
基

く
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
本
論
で
は
、
目
連
救
母
故
事
を

演
唱
す
る
語
り
物
文
藝
を
「
目
連
物
」
と
総
称
す
る
こ
と
に
し

よ
う
。
目
連
物
に
対
す
る
研
究
者
の
関
心
は
高
く
、
仏
教
史
の

分
野
で
も
中
国
文
学
の
分
野
で
も
、
或
い
は
民
俗
学
や
人
類
学

の
分
野
で
も
、
既
に
数
多
く
の
研
究
の
蓄
積
が
あ
る
。
し
か
し
、

こ
と
目
連
と
黄
巣
と
を
結
び
付
け
る
伝
承
に
ま
で
検
討
を
及
ぼ

し
た
研
究
と
な
る
と
、
今
日
で
も
な
お
寥
々
た
る
状
況
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
。
こ
こ
で
は
ま
ず
、
早
い
時
期
の
言
及
例
と
し

て
澤
田
瑞
穂
の
見
解
を
紹
介
し
た
い
。
中
国
民
間
に
伝
承
さ
れ

る
冥
界
の
表
象
を
縦
横
に
論
じ
た
著
書
の
中
で
、
澤
田
は
「
地

蔵
・
目
連
・
黄
巣
」
の
項
を
立
て
、
大
略
次
の
よ
う
に
述
べ

る
。
―
―
「
地
蔵
王
に
関
す
る
俗
説
に
は
、
地
蔵
の
名
は
目
連

だ
と
い
う
も
の
も
あ
る
。
と
も
に
地
獄
の
名
士
で
あ
る
か
ら
、

閻
王
・
地
蔵
・
目
連
が
分
身
転
生
で
あ
る
と
い
う
説
が
出
て
も
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不
思
議
で
は
な
い
。
し
か
し
目
連
尊
者
が
黄
巣
に
な
っ
て
八
百

万
の
人
を
殺
し
た
と
い
う
の
は
奇
抜
な
説
で
、
ま
だ
そ
の
出
所

を
つ
き
と
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
…
…
宋
・
王
明
清
『
揮
麈

後
録
』
巻
五
そ
の
他
に
は
黄
巣
出
家
の
伝
説
も
見
え
る
か
ら
目

連
に
附
会
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
っ
た
わ
け
だ
が
、
と
に
か
く
、

極
端
な
善
悪
の
転
換
と
い
う
こ
の
奇
妙
な
説
は
、
主
と
し
て
宝

巻
の
演
唱
に
よ
っ
て
民
間
に
流
布
し
た
も
の
ら
し
く
、
林
蘭
編

『
朱
元
璋
故
事
』
に
は
湖
北
の
人
が
語
っ
た
「
目
連
か
ら
黄
巣

へ
」
と
い
う
伝
承
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
所
伝
は
ほ
ぼ
宝
巻
に

い
う
と
お
り
で
あ
る
」

（
７
）

―
―
。「
奇
抜
な
説
」「
奇
妙
な
説
」
と

繰
り
返
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
こ
の
故
事
に
対
す
る
澤
田
の
当

惑
の
ほ
ど
が
読
み
取
れ
る
が
、
同
時
に
こ
こ
に
は
既
に
こ
の
故

事
を
検
討
す
る
際
の
手
懸
り
が
明
確
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

澤
田
が
「
黄
巣
出
家
の
伝
説
」
に
着
目
し
て
、
そ
こ
に
目
連

と
黄
巣
と
の
接
点
が
存
す
る
と
推
測
し
た
の
は
特
に
慧
眼
と
い

う
べ
き
で
あ
る
。
前
節
に
引
用
し
た
【
伝
承
二
】
波
線
ⓐ
‐
ⓓ

に
よ
れ
ば
、
状
元
の
成
績
で
科
挙
に
合
格
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

醜
怪
な
容
貌
の
故
に
理
不
尽
に
も
そ
の
合
格
を
取
り
消
さ
れ
、

追
放
さ
れ
た
黄
巣
は
、
開�

封�

の�

相�

国�

寺�

で
剃
髪
し
て
僧
と
な
っ

た
と
い
う
。
山
東
省
泰
安
県
で
採
録
さ
れ
た
「
泰
山
地
名
話
黄

巣
」（
山
東
巻
三
一
四
頁
）
に
よ
れ
ば
、
追
手
か
ら
逃
れ
た
黄

巣
は
「
泰�

山�

の�

古�

寺�

に
身
を
寄
せ
、
自
ら
「
翠
微
山
僧
」
と
号

し
て
、
癲
す
る
が
如
く
狂
す
る
が
如
く
振
る
舞
い
、
山
郷
野
村

に
出
没
し
て
義
士
豪
傑
た
ち
を
結
集
し
た
。
今
日
ま
で
、
泰
山

東
麓
の
下
港
郷
に
、
黄
巣
の
墓
の
遺
跡
や
黄
巣
寺
と
い
う
村
名

が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
が
他
で
も
な
い
、
黄
巣
が
出
家
し
て

僧
と
な
っ
た
場
所
だ
と
い
う
こ
と
だ
〔
栖
居
泰
山
古
寺
、
自
号

�
翠
微
山
僧
�、
似
癲
若
狂
、
出
没
山
郷
野
村
、
結
聯
義
士
豪
傑
。

直
至
今
天
、
泰
山
東
麓
的
下
港
郷
還
保
留
着
黄
巣
墳
的
古
迹
和

黄
巣
寺
的
村
名
。
拠
説
、
這
就
是
黄
巣
出
家
為
僧
的
地
方
〕」。

こ
れ
ら
に
は
地
蔵
‐
目
連
は
現
れ
な
い
が
、
Ⓑ
‐（
４
）で
は
、

目
連
は
黄
巣
と
し
て
転
生
し
、「
廟
を
基
地
と
し
て
、
地
蔵
王

が
教
え
た
も
う
た
法
術
と
神
功
と
を
訓
練
し
た
〔
以
廟
為
基
地
、

動
用
地
蔵
王
教
給
的
法
術
和
神
功
〕」（
三
二
七
頁
）
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
例
に
徴
す
る
に
、「
黄
巣
出
家
の
伝

説
」
は
中
国
各
地
に
様
々
に
流
布
し
て
お
り
、
そ
れ
が
地
蔵
‐

目
連
と
関
連
付
け
ら
れ
る
例
も
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
澤
田
が

紹
介
す
る
王
明
清
（
一
一
二
七
‐
？
年
）
の
随
筆
『
揮
麈
後

録
』
巻
五
の
事
例
は
決
し
て
特
殊
な
も
の
で
は
な
く
、
後
代
に

お
い
て
広
範
に
流
布
し
た
伝
説
の
歴
史
的
原
型
で
あ
っ
た
に
違

い
な
い
。
そ
こ
に
は
、「
…
…
代
々
伝
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
は
、

黄
巣
は
後
に
雪�

竇�

山�

に�

住�

し�

た�

と
い
う
。
世
に
い
う
雪
竇
禅
師

と
は
黄
巣
の
こ
と
で
あ
る
。
明
州
雪
竇
山
に
は
黄
巣
の
墓
が
あ

り
、
折
ご
と
に
村
役
人
が
人
を
遣
わ
し
、
祭
祀
を
行
わ
せ
て
現
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在
に
至
る
〔
…
…
世
伝
、
巣
後
住
雪
竇
、
所
謂
雪
竇
禅
師
即
巣

也
、
然
明
州
雪
竇
山
有
黄
巣
墓
、
歳
時
邑
官
遣
人
祀
之
至

今
〕」（『
揮
麈
録
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
九
二
頁
）
と
あ
る
。

こ
の
「
雪
竇
禅
師
」
と
は
、『
雪
竇
頌
古
』
百
則
で
禅
門
に
名

高
い
雪
竇
重
顕
（
九
八
○
‐
一
○
五
二
年
）
で
あ
ろ
う
。
歴
代

の
燈
史
に
は
こ
の
伝
説
に
つ
い
て
の
記
録
は
無
い
が
、
王
明
清

が
生
き
た
南
宋
後
期
の
禅
宗
教
団
の
中
で
、
黄
巣
と
雪
竇
禅
師

を
結
び
付
け
る
伝
説
が
流
布
し
始
め
て
い
た
こ
と
は
興
味
深
い
。

宋
代
の
禅
宗
教
団
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
五
祖
弘
忍
を
巡
っ
て

も
神
怪
な
転
生
譚
が
語
ら
れ
（
覚
範
慧
洪
『
林
間
録
』
上
）、

そ
れ
が
後
代
の
『
五
祖
黄
梅
宝
巻
』
の
原
型
と
な
っ
た
こ
と
が

知
ら
れ
て
お
り

（
８
）

、
目
連
と
黄
巣
と
の
転
生
譚
も
ま
た
、
宋
代
の

禅
宗
教
団
の
中
で
原
型
が
形
成
さ
れ
、
後
代
の
語
り
物
文
藝
に

継
承
さ
れ
て
い
く
過
程
で
多
様
な
異
説
を
生
成
し
た
の
で
は
な

い
か
。

目
連
救
母
故
事
を
記
す
宝
巻
の
う
ち
、
黄
巣
と
の
因
縁
を
取

り
上
げ
る
殆
ど
唯
一
の
も
の
は
『
目
連
三
世
宝
巻
』
で
あ
る
。

従
っ
て
、
こ
の
故
事
を
広
範
に
流
布
せ
し
め
た
宝
巻
と
は
『
目

連
三
世
宝
巻
』
で
あ
る
と
特
定
し
て
よ
か
ろ
う

（
９
）

。【
伝
承
一
】
Ⓑ

の
歴
史
的
来
歴
の
解
明
を
目
指
す
本
論
に
と
っ
て
、『
目
連
三

世
宝
巻
』
の
分
析
は
不
可
欠
の
課
題
で
あ
る
。
本
節
で
そ
の
分

析
を
進
め
る
に
当
り
、
行
論
の
便
宜
の
た
め
に
予
め
『
目
連
三

世
宝
巻
』の
構
成
を
分
節
し
て
示
し
て
お
く

（
１０
）

。
テ
キ
ス
ト
は『
宝

巻
初
集
』
山
西
人
民
出
版
社
、
第
二
十
七
冊
所
収
の
光
緒
二
四

〔
一
八
九
八
〕
年
刊
本
に
拠
り
、
そ
の
頁
数
を
附
記
す
る
。

＜

上
巻＞

�：

劉
青
提
（
目
連
の
母
）
の
堕
地
獄
（
二
四
一－

二
六
四
頁
）

１.

傅
蘿
蔔
（
後
の
目
連
）
の
誕
生
ま
で
（
二
四
一－

二
四

四
頁
）

２.

二
人
の
和
尚
（
有
縁
・
遇
縁
）
の
来
訪
ま
で
（
二
四
四

－

二
四
六
頁
）

３.

傅
員
外
（
目
連
の
父
）
の
死
去
ま
で
（
二
四
六－

二
四

八
頁
）

４.

劉
賈
（
劉
青
提
の
弟
）
に
よ
る
劉
青
提
へ
の
開
斎
破
戒

の
誘
惑
（
二
四
八－

二
五
二
頁
）

５.

劉
青
提
の
開
斎
破
戒
（
二
五
二－

二
五
四
頁
）

６.

劉
青
提
の
急
死
（
二
五
四
頁
）

７.

劉
青
提
の
血
湖
池
へ
の
転
落
ま
で
（
二
五
四－

二
五
五

頁
）

８.

劉
青
提
の
血
湖
池
で
の
受
苦
（
二
五
五－

二
六
一
頁
）

９.

劉
青
提
へ
の
閻
王
の
尋
問→

劉
青
提
、
地
獄
へ
送
致
さ

れ
る
（
二
六
一－

二
六
四
頁
）

�：
目
連
の
地
獄
巡
り
（
二
六
四－

三
三
九
頁
）

１.

目
連
の
西
天
往
き
ま
で
（
二
六
四－

二
七
二
頁
）
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２.

観
世
音
菩
薩
、
目
連
を
試
す
（
二
七
二－

二
七
六
頁
）

３.

天
河
渡
過
の
試
練
（
二
七
六－

二
七
八
頁
）

４.

仏
へ
の
目
連
の
参
拝
（
二
七
八－

二
七
九
頁
）

５.

目
連
へ
の
仏
の
衣
鉢
・
九
環
禅
杖
の
賜
与
ま
で
（
二
七

九－
二
八
○
頁
）

６.

目
連
の
地
獄
到
着
ま
で
（
二
八
○－

二
八
二
頁
）

７.

目
連
の
地
獄
巡
り
（
二
八
二－

三
三
三
頁
）

�
鬼
門
関－

�
孼
鏡
台－
�
破
銭
山－

�
剥
衣
亭－

�
寒
冰
池－

�
神
鶏
山－

�
変
牲
所－
	
油
鍋－



血
汚
池
（
血
湖
）－

�
滑

油
山－

�
望
郷
台－


枉
死
城－
�
鋸
解－

�
開

・
剖
腹
・
抜

舌
・
抽
腸－

�
放
在

上－

�
刀
山－
�
悪
犬
村－

�
碓
舂
地
獄

－

�
炮
烙－

�
挨
磨
地
獄－

㉑
孟
婆
庄－
㉒
奈
河
橋－

㉓
六
道
輪

廻－

㉔
鉄
囲
城
（
阿
鼻
地
獄
門
前
）

８.

目
連
の
地
獄
門
破
り
と
孤
魂
た
ち
の
逃
走
ま
で
（
三
三

三
‐
三
三
五
頁
）

９.

目
連
へ
の
閻
王
の
尋
問
（
三
三
五
‐
三
三
八
頁
）

１０.

目
連
へ
の
閻
王
の
下
命
。
目
連
、
逃
走
し
た
孤
魂
た
ち

の
地
獄
へ
の
帰
収
の
た
め
、
黄
巣
と
し
て
転
生
す
る
こ
と

を
命
じ
ら
れ
る
（
三
三
八
‐
三
三
九
頁
）

＜

中
巻＞

�：

黄
巣
故
事
（
三
四
○
‐
三
五
五
頁
）

１.

黄
巣
（
目
連
の
托
生
）
の
誕
生
ま
で
（
三
四
○
‐
三
四

二
頁
）

２.
黄
巣
の
科
挙
受
験→

醜
怪
な
容
貌
を
理
由
に
不
合
格

（
三
四
二
‐
三
四
四
頁
）

３.

了
空
和
尚
の
元
へ
の
地
府
之
司
の
来
訪
（
三
四
四
‐
三

四
七
頁
）

４.

黄
巣
と
了
空
和
尚
と
の
邂
逅→

黄
巣
、
仙
女
か
ら
殺
人

の
た
め
の
宝
剣
を
賜
与
さ
れ
る
（
三
四
七
‐
三
四
九
頁
）

５.

黄
巣
の
了
空
和
尚
殺
害
ま
で
（
三
四
九
‐
三
五
一
頁
）

６.

黄
巣
の
蜂
起
か
ら
敗
北
ま
で
（
三
五
一
‐
三
五
三
頁
）

７.

黄
巣
の
自
殺
ま
で
（
三
五
三
‐
三
五
四
頁
）

８.

幽
冥
教
主＝

地
蔵
の
依
奏
に
よ
り
、
目
連
、
更
に
屠
家

に
托
生
す
る
こ
と
に
決
す
る
（
三
五
四
‐
三
五
五
頁
）

＜

下
巻＞

�：

賀
因
故
事
（
三
五
六
‐
三
九
五
頁
）

１.

賀
因
（
目
連
の
托
生
）
の
誕
生
と
成
長
（
三
五
六
‐
三

五
八
頁
）

２.

王
道
人
（
王
善
）
に
よ
る
賀
因
へ
の
持
斎
の
勧
め
（
三

五
八
‐
三
六
一
頁
）

３.

賀
因
の
発
心
ま
で
（
三
六
一
‐
三
六
二
頁
）

４.

王
道
人
と
和
尚
（
観
音
菩
薩
の
化
身
）
と
の
会
話
（
三

六
三
‐
三
六
五
頁
）

５.

呉
斗
鬼
の
来
訪
、
売
肉
（
三
六
三
‐
三
六
五
頁
）
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６.

賀
因
、
屠
殺
寸
前
の
豚
を
救
う
（
三
六
六
‐
三
七
○
頁
）

７.

賀
因
と
和
尚
と
の
会
話
（
三
七
○
‐
三
七
二
頁
）

８.

賀
因
の
入
山
修
道
ま
で
（
三
七
二
‐
三
七
六
頁
）

９.

観
音
菩
薩
、
賀
因
と
王
道
人
と
を
試
す
（
三
七
六
‐
三

八
七
頁
）

１０.

誘
惑
に
屈
し
た
王
道
人
の
破
滅
ま
で
（
三
八
七
‐
三
八

八
頁
）

１１.

賀
因
へ
の
観
音
菩
薩
へ
の
称
讃
と
賀
因
の
凡
胎
脱
去

（
三
八
八
‐
三
九
○
頁
）

１２.

幽
冥
教
主＝

地
蔵
に
よ
る
目
連
の
母
の
救
出
（
三
九
○

‐
三
九
二
頁
）

１３.

大
団
円
、
終
局
（
三
九
二
‐
三
九
五
頁
）

次
節
に
お
い
て
検
討
す
る
よ
う
に
【
伝
承
一
】
Ⓑ
と
『
目
連
三

世
宝
巻
』
と
に
は
幾
つ
か
の
注
目
す
べ
き
差
異
が
見
出
さ
れ
は

す
る
も
の
の
、
そ
れ
ら
は
伝
承
の
過
程
で
容
易
に
発
生
す
る
変

容
な
の
で
あ
っ
て
、【
伝
承
一
】
Ⓑ
及
び
そ
の
類
話
と
『
目
連

三
世
宝
巻
』
と
の
間
に
明
確
な
対
応
関
係
が
あ
る
こ
と
は
疑
問

の
余
地
が
な
い
。
例
え
ば
【
伝
承
二
】
の
波
線
ⓐ
ⓑ
は
『
目
連

三
世
宝
巻
』
の
�
‐
２
と
、
同
じ
く
【
伝
承
二
】
の
波
線
ⓒ
ⓓ
ⓔ

及
び
Ⓑ
‐（
１
）（
３
）（
４
）（
５
）に
共
通
す
る
逸
話
は
『
目
連
三

世
宝
巻
』
�
‐
３
・
４
・
５
の
部
分
と
、
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る

こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
Ⓑ
‐（
１
）に
出
る
「
傅
羅
卜

真
人
」、
Ⓑ
‐（
４
）に
出
る
「
傅
蘿
卜
」
が
『
目
連
三
世
宝

巻
』
�
‐
１
に
出
る
「
傅
蘿
蔔
」
の
変
化
し
た
も
の
で
あ
る
こ

と
も
間
違
い
な
い
。『
目
連
三
世
宝
巻
』
の
成
立
年
代
は
定
か

で
は
な
い
が
、
明
代
中
期
の
成
立
で
あ
る
こ
と
が
確
実
な
羅
教

の
聖
典
『
正
信
除
疑
無
修
証
自
在
宝
巻
』（『
宝
巻
初
集
』
第
三

冊
四
○
頁
）
及
び
『
巍
巍
不
動
太
山
深
根
結
果
宝
巻
』（
同
六

二
三
頁
）
に
表
れ
る
「
目
連
巻
」
が
『
目
連
三
世
宝
巻
』
を
指

す
と
す
れ
ば
、
明
代
中
期
以
前
の
成
立
と
見
做
す
こ
と
が
出
来

る
。（
た
だ
し
、
こ
れ
ら
羅
教
の
聖
典
に
お
け
る
言
及
が
、『
目

連
三
世
宝
巻
』
で
は
な
く
他
の
目
連
物
の
宝
巻
を
指
す
可
能
性

も
皆
無
で
は
な
い
。）

『
目
連
三
世
宝
巻
』
の
構
成
で
直
ち
に
気
付
く
の
は
、「
上

巻
」
と
「
中
巻
」「
下
巻
」
と
の
著
し
い
量
的
不
均
衡
で
あ
る
。

巻
別
が
こ
の
宝
巻
当
初
か
ら
の
も
の
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、

『
目
連
三
世
宝
巻
』
に
お
い
て
も
、「
本
編
」
に
相
当
す
る
位
置

を
占
め
る
の
は
依
然
と
し
て
�
�
の
部
分
で
あ
り
、
�
�
は
そ

の
後
に
継
ぎ
足
さ
れ
た
「
続
編
」
と
見
做
す
の
が
妥
当
で
あ
る
。

他
の
目
連
物
の
宝
巻
と
は
異
な
る
『
目
連
三
世
宝
巻
』
の
独
自

性
は
�
�
の
部
分
に
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
部
分
が

増
補
さ
れ
た
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
も
、
予
め
�
�
の

部
分
の
本
質
が
把
握
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
私
た
ち

も
�
�
の
部
分
の
検
討
か
ら
始
め
よ
う
。
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『
目
連
三
世
宝
巻
』
に
限
ら
ず
目
連
物
の
宝
巻
に
お
け
る
目

連
救
母
故
事
の
、
そ
れ
以
前
の
故
事
と
の
顕
著
な
相
違
点
は
、

そ
れ
ら
が
『
血
盆
経
』
と
密
接
な
関
連
を
有
す
る
こ
と
で
あ
る
。

女
性
は
出
産
の
際
に
流
す
血
に
よ
っ
て
天
・
地
・
水
を
汚
す
罪

業
を
免
れ
な
い
た
め
、
死
後
に
は
血
湖
池
（
血
汚
池
な
ど
と
も

い
う
）
に
堕
し
て
苦
を
受
け
る
運
命
に
あ
る
が
、
子
孫
の
『
血

盆
経
』
読
誦
に
よ
っ
て
そ
こ
か
ら
救
済
さ
れ
る
、
と
説
く
『
血

盆
経
』
の
成
立
は
、
一
二
世
紀
末
を
遡
る
こ
と
は
な
い

（
１１
）

。
罪
業

深
き
「
女
」
へ
の
否
定
的
な
視
点
と
報
恩
す
べ
き
「
母
」
へ
の

肯
定
的
な
視
点
と
の
交
錯
が
目
連
物
の
宝
巻
を
特
徴
づ
け
る
。

目
連
物
の
宝
巻
に
お
い
て
想
定
さ
れ
て
い
る
救
済
の
対
象
に
つ

い
て
も
、
出
産
を
原
因
と
す
る
死
者
（
産
死
者
）
に
限
定
す
る

も
の
か
ら
出
産
を
経
験
し
た
女
性
の
死
者
全
て
に
拡
大
す
る
も

の
ま
で
、
多
様
な
異
説
が
発
生
し
た
。『
目
連
三
世
宝
巻
』
に

お
い
て
、
血
湖
池
（
血
汚
池
）
へ
の
墜
落
の
記
述
が
�
‐
７
・

８
と
�
‐
７
‐
�
と
に
分
裂
す
る
不
体
裁
が
生
じ
て
い
る
の
は
、

救
済
対
象
の
範
囲
（
前
者
は
女
性
の
死
者
の
み
を
対
象
と
し
、

後
者
は
男
性
の
死
者
ま
で
含
む
）
の
変
化
に
対
応
し
よ
う
と
し

た
結
果
で
は
な
か
ろ
う
か
。
演
唱
の
現
場
で
、
こ
の
う
ち
い
ず

れ
か
の
部
分
を
省
略
す
る
の
は
容
易
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

誰
を
救
済
の
対
象
と
す
る
か
は
、
宝
巻
の
演
唱
を
伴
う
儀
礼
を

執
行
す
る
立
場
か
ら
は
根
本
的
な
問
題
と
意
識
さ
れ
た
で
あ
ろ

う
（
１２
）

。
目
連
物
の
宝
巻
に
お
い
て
、
亡
母
救
済
の
た
め
に
哭
き
な

が
ら
地
獄
を
経
巡
る
息
子
の
姿
を
活
写
す
る
「
目
連
の
地
獄
巡

り
」
の
部
分
は
、「
女
」
の
罪
業
と
「
母
」
の
恩
愛
と
が
交
錯

す
る
そ
の
記
述
を
、
後
者
の
側
へ
と
強
く
方
向
づ
け
る
機
能
を

果
し
た
。
例
え
ば
、「
さ
て
目
連
。
母
亡
く
な
り
て
後
、
棺
木

い
は
い

を
買
っ
て
遺
体
を
収
め
お
弔
い
を
致
し
ま
し
た
。
霊
牌
を
家
に

安
置
し
、
お
経
を
唱
え
超
度
に
努
め
は
し
た
も
の
の
、
養
育
の

た
め
に
辛
苦
を
お
掛
け
し
た
そ
の
ご
恩
に
な
お
報
い
ら
れ
ぬ
こ

と
を
思
う
て
、
日
夜
声
を
張
り
上
げ
て
哭
き
ま
し
た
〔
且
説
目

連
。
従
母
親
死
亡
之
後
、
買
棺
木
収
斂
殯
葬
。
将
霊
牌
供
奉
在

家
、
念
経
超
度
、
思
想
劬
労
養
育
之
恩
未
報
、
日
夜
啼
哭
〕」（
二

六
四
‐
二
六
五
頁
）
と
始
ま
る
『
目
連
三
世
宝
巻
』
�
‐
１
の

一
節
は
と
り
わ
け
痛
切
を
極
め
、
い
か
に
も
母
親
の
葬
儀
の
席

で
演
唱
さ
れ
る
の
に
相
応
し
い

（
１３
）

。

娘

目
連
守
孝
伴
霊
床

哭
哭
啼
啼
念
金
剛

目
連
お
棺
の
御
伴
を
し

哭
く
哭
く
念
ず
る
金
剛
経

娘

寿
縁
結
果
帰
天
去

不
知
我
母
在
何
方

こ
の
世
の
縁
尽
き
天
に
帰
し

我
が
母
何
処
に
お
わ
す
や
ら

娘

叫
児
想
得
肝
腸
断

難
止
腮
邊
泪
両
行

は
ら
わ
た

想
え
ば
児
の
腸
は
千
切
れ
ん
ば
か
り

涙
は
頬
を
伝
い
て
止
ま
ず

娘

三

茶
飯
無
心
吃

想
得
孩
児
面
皮
黄

三
度
の
食
事
も
喉
を
通
ら
ず

思
い
詰
め
た
児
の
顔
は
黄
色
く
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娘

想
你
音
容
如
在
世

眼
前
不
見
我
親
娘

母
の
お
声
は
昔
の
ま
ま
な
れ
ど

そ
の
お
姿
は
今
や
見
え
ず

娘

朝
也
想
来
暮
也
想

一
夜
啼
哭
到
天
光

明
け
て
も
暮
れ
て
も
母
を
想
い

泣
き
明
か
し
て
は
朝
に
至
る

娘

睡
在
陽
台
想
会
你

驚
醒
南
柯
夢
一
場

夢
で
母
に
会
い
た
く
と
も

醒
め
て
は
知
る
南
柯
の
夢
と

娘

我
恨
這
把
無
情
剣

斬
断
母
子
両
分
張

恨
む
ら
く
は
こ
の
無
情
の
剣

母
と
児
と
を
引
き
裂
く
こ
と
を

娘

你
在
路
中
慢
慢
走

等
你
孩
児
見
閻
王

ど
う
か
冥
途
の
旅
路
お
気
を
つ
け
て

私
が
閻
魔
に
お
会
い
し
て

娘

金
針
点
破
天
羅
網

我
在
西
天
相
会
娘

必
ず
あ
な
た
を
救
い
出
し

西
天
に
て
あ
な
た
と
再
会
致
し
ま
す

娘

只
因
養
育
恩
難
報

声
声
訴
念
哭
断
腸

養
育
の
ご
恩
報
い
難
き
に
よ
り

た
だ
ひ
た
す
ら
に
哭
く
の
み

（
二
六
五
‐
二
六
六
頁
）

葬
儀
の
場
で
は
、「
娘

（
母
さ
ん
よ
！
）」
と
い
う
子
ら
の
哀

叫
が
繰
り
返
さ
れ
る
中
で
、
声
涙
共
に
下
る
歌
唱
が
凄
絶
な
場

面
を
演
出
し
た
に
違
い
な
い
。
母
の
死
は
、
家
族
‐
血
縁
共
同

体
に
と
っ
て
、
深
刻
な
、
し
か
も
早
晩
避
け
る
こ
と
の
出
来
な

い
危
機
で
あ
る
。
こ
の
危
機
を
克
服
し
て
家
族
‐
血
縁
共
同
体

の
安
定
を
回
復
す
る
こ
と
こ
そ
、
そ
の
共
同
体
の
成
員
に
と
っ

て
最
も
緊
要
な
課
題
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
重
い
課
題
は
、
子

に
よ
る
母
へ
の
孝
（
報
恩
）
に
よ
っ
て
の
み
解
決
さ
れ
る
。
目

連
物
の
宝
巻
に
お
け
る
目
連
の
地
獄
巡
り
は
、
そ
の
解
決
の
過

程
を
象
徴
的
に
、
か
つ
劇
的
に
表
現
す
る
の
に
好
適
な
物
語

だ
っ
た
の
で
あ
る

（
１４
）

。

で
は
、
家
族
‐
血
縁
共
同
体
の
危
機
と
し
て
の
母
の
死
へ
の

対
処
が
主
題
と
な
っ
て
い
る
「
本
編
」
の
部
分
に
、「
続
編
」

と
し
て
�
�
が
増
添
さ
れ
た
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
う

ち
、
�
賀
因
故
事
に
つ
い
て
は
残
念
な
が
ら
解
明
の
手
掛
か
り

を
得
ら
れ
て
い
な
い
。
�
黄
巣
故
事
が
追
加
さ
れ
た
結
果
、
八

百
万
人
を
殺
害
す
る
黄
巣
の
物
語
で
終
局
と
な
る
こ
と
に
違
和

感
を
覚
え
た
語
り
手
（
宣
巻
人
・
宣
巻
的
）
が
、
不
殺
生
戒
を

主
題
と
す
る
物
語
を
更
に
作
為
し
て
「
三
世
」
に
亘
る
因
縁
譚

の
体
裁
に
仕
立
て
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
点

に
つ
い
て
推
測
を
重
ね
る
こ
と
は
差
し
控
え
、
黄
巣
故
事
に

限
っ
て
検
討
し
た
い
。

私
た
ち
が
注
目
し
た
い
の
は
、
目
連
と
黄
巣
と
の
因
縁
に
関

わ
る
文
脈
で
の
み
「
孤
魂
」（「
孤
鬼
」「
鬼
魂
」
も
同
義
）
な

る
語
が
出
現
す
る
こ
と
で
あ
る
。『
目
連
三
世
宝
巻
』
に
お
け

る
「
孤
魂
」
の
用
例
の
初
出
は
、
阿
鼻
地
獄
の
中
で
苛
ま
れ
る

母
を
救
出
す
べ
く
、
目
連
が
禅
杖
で
地
獄
の
門
を
破
る
場
面
で

あ
る
。
こ
の
時
、「〔
阿
鼻
地
獄
の
〕中
に
い
た
多
く
の
孤
魂〔
裏

邊
衆
孤
魂
〕」
が
「
ま
る
で
雁
が
飛
ぶ
よ
う
に
出
て
き
て
し
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ま
っ
た
〔
猶
如
雁
飛
一
般
出
来
〕」
の
で
あ
る
（
三
三
三
頁
）。

黄
巣
と
し
て
転
生
す
る
よ
う
に
閻
王
か
ら
命
ぜ
ら
れ
た
目
連
の

使
命
は
、
自
ら
の
「
不
注
意
〔
不
小
心
〕」
に
よ
り
「
こ
の
世

〔
陽
間
〕」
に
逃
れ
出
た
八
百
万
の
「
孤
魂
」
を
地
獄
に
戻
す
こ

と
、
す
な
わ
ち
「
収
孤
魂
」
で
あ
っ
た
（
三
三
八
‐
三
三
九

頁
）。目

連
と
黄
巣
と
の
因
縁
に
関
す
る
文
脈
で
の
み
「
孤
魂
」
に

対
す
る
措
置
と
い
う
課
題
が
前
景
化
す
る
理
由
を
考
え
る
際
に

多
大
の
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
の
は
、
小
南
一
郎
の
所
説
で
あ

る
。
そ
の
要
点
を
摘
記
し
よ
う
。
―
―
目
連
救
母
故
事
を
演
唱

す
る
宝
巻
と
し
て
は
「
目
連
三
世
宝
巻
」
と
「
そ
れ
以
外
の
「
目

連
宝
巻
」」
と
い
う
二
つ
の
系
統
が
区
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

「
目
連
の
地
獄
巡
り
が
中
心
と
な
っ
て
い
て
、
基
本
的
に
は「
目

マ
マ

連
変
文
」
以
来
の
物
語
り
を
受
け
継
い
で
い
る
」
と
こ
ろ
の
後

者
と
は
「
大
き
く
異
な
」
り
、
前
者
は
大
規
模
な
殺
戮
を
敢
え

て
為
す
と
い
う
新
た
な
目
連
像
を
創
出
し
た
。
そ
れ
は
、「「
目

連
三
世
宝
巻
」
と
い
う
語
り
物
文
藝
を
受
け
入
れ
育
て
た

人
々
」
が
「
な
に
よ
り
怖
れ
て
い
た
の
は
、
地
獄
に
収
ま
っ
て

い
な
い
孤
魂
が
、
人
々
の
生
活
に
脅
威
を
与
え
る
こ
と
」
だ
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、「「
目
連
三
世
宝
巻
」
の
宗

教
文
藝
と
し
て
の
本
質
は
、
孤
魂
へ
の
怖
れ
に
あ
り
、
そ
の
筋

書
き
は
、
孤
魂
の
脅
威
を
な
ん
と
か
し
て
退
け
た
い
と
い
う
強

い
祈
願
の
中
で
成
立
し
た
」
の
で
あ
る
。
こ
の
祈
願
を
表
出
す

る
儀
礼
の
演
劇
的
形
態
が
目
連
戯
で
あ
る
。
目
連
戯
で
は
、「
死

者
た
ち
の
霊
魂
を
招
き
、
神
仙
た
ち
の
降
臨
を
願
っ
た
上
で
、

演
劇
を
行
な
い
、
そ�

の�

地�

域�

の�

平�

安�

が�

祈�

ら�

れ�

る�

」。
そ
の
儀

礼
の
中
核
は
「
孤
魂
を
ま
と
め
て
送
り
出
す
こ
と
で
あ
っ
た
」。

目
連
戯
に
お
け
る
「
収�

瘟
収�

」（
疫
病
や
祟
り
を
収�

め�

鎮
め

る
）の
儀
礼
と
、
目
連＝

黄
巣
が
八
百
万
の
孤
魂
を
地
獄
に「
帰

し
収�

め�

る�

」
と
い
う
『
目
連
三
世
宝
巻
』
の
記
述
と
に
は
、
明

確
な
照
応
関
係
が
認
め
ら
れ
る
。「
目
連
が
母
親
を
救
う
た
め

マ
マ

に
行
な
う
地
獄
巡
り
の
物
語
り
の
背
後
に
あ
っ
た
の
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
家
族
を
単
位
と
し
た
、
祖
先
祭
祀
で
あ
り
、
い
か
に
し

て
祖
先
の
魂
を
救
済
す
る
か
と
い
う
宗
教
的
な
課
題
な
の
で

あ
っ
た
。
…
…
そ
れ
に
対
し
て
、「
目
連
三
世
宝
巻
」
で
は
、

直
接
の
血
縁
関
係
に
は
な
い
、
孤
魂
の
脅
威
の
処
理
が
主
題
と

し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
孤
魂
が
脅
威
を
及
ぼ

す
の
は
、
家�

族�

組�

織�

を�

越�

え�

た�

、
共�

同�

体�

全�

体�

に�

対�

し�

て�

な
の

で
あ
っ
た
」。
目
連
に
は
「
家
族
・
血
縁
集
団
を
単
位
と
し
た

共
同
体
の
守
護
者
」
と
い
う
側
面
と
、「
よ
り
広
い
、
地
縁
的

な
共
同
体
を
外�

か�

ら�

脅
か
す
孤
魂
な
ど
の
脅
威
を
防
ぐ
役
割
」

の
担
当
者
と
い
う
側
面
と
が
あ
り
、『
目
連
三
世
宝
巻
』
に
は

後
者
の
目
連
像
が
表
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
南
北
朝
以
来
の
、

死
者
の
魂
の
救
済
を
通
じ
て
の
、
血
縁
集
団
の
平
安
を
保
持
す
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る
役
目
の
ほ
か
に
、
新
し
く
、
地
縁
的
な
共
同
体
の
安
寧
を
守

る
目
連
の
役
割
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
宋

代
以
降
に
お
け
る
、
基
礎
的
な
社
会
構
造
の
変
化
が
反
映
し
て

い
た
」

（
１５
）

。
―
―
「
孤
魂
」
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、
田
仲
一
成

の
解
説
が
要
を
得
て
い
る
の
で
、
続
け
て
こ
こ
に
引
用
し
て
お

き
た
い
。「
戦
死
者
や
餓
死
者
の
霊
魂
は
、
行
き
場
を
失
っ
て
、

空
中
を
浮
遊
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
…
…
か
れ
ら
は
、

結
婚
せ
ず
に
、
あ
る
い
は
結
婚
後
間
も
な
く
死
去
し
た
の
で
、

大
多
数
は
子
孫
が
な
く
、
次
世
代
以
下
の
祭
祀
を
享
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
に
完
全
に
孤
立
し
て
い
る
故
に
、
孤

魂
と
も
呼
ば
れ
る
」、「
か
れ
ら
〔
孤
魂
〕
は
、
完
全
に
は
集
団

か
ら
離
れ
て
い
な
い
。
集
団
に
対
し
て
恨
み
を
抱
き
、
集
団
に

向
か
っ
て
衣
食
を
要
求
し
、
時�

に�

は�

田�

畑�

の�

作�

物�

を�

襲�

い�

、
時�

に�

は�

蝗�

の�

大�

群�

と�

な�

っ�

て�

稲�

を�

食�

い�

尽�

し�

、
あ
る
い
は
干
害
、

水
害
な
ど
の
大
災
害
を
ひ
き
お
こ
す
、
と
信
じ
ら
れ
た
。
こ
れ

に
対
し
て
、
集
団
は
、
み
ず
か
ら
の
安
全
の
た
め
に
、
神
霊
に

た
よ
っ
て
孤
魂
を
慰
撫
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
か
く
し

て
、
孤
魂
を
救
済
し
、
集
団
の
安
全
を
維
持
す
る
た
め
の
大
規

模
な
祭
祀
が
生
ま
れ
た
」

（
１６
）

。

黄
巣
故
事
は
家
族
‐
血
縁
共
同
体
の
危
機
を
克
服
し
安
定
を

回
復
す
る
た
め
の
装
置
で
あ
っ
た
目
連
救
母
故
事
を
、
地
域
‐

地
縁
共
同
体
へ
の
「
外
部
」
の
侵
犯
を
排
除
し
安
定
を
回
復
す

る
た
め
の
装
置
へ
と
転
換
す
る
機
能
を
果
し
た
と
す
る
小
南
一

郎
の
見
解
の
妥
当
性
は
、
前
節
に
紹
介
し
た
【
伝
承
一
】
の
類

話
と
な
る
中
国
各
地
の
民
間
故
事
か
ら
も
傍
証
を
得
る
こ
と
が

出
来
る
。
目
連
救
母
故
事
は
、
黄
巣
と
の
因
縁
を
附
加
さ
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、「
妖
魔
鬼
怪
」（
Ⓑ
‐（
１
））、「
転
生
し
て
人

と
な
っ
た
悪
鬼
〔
転
世
為
人
的
悪
鬼
〕」（
Ⓑ
‐（
４
））
な
ど
、

外�

か�

ら�

共
同
体
に
襲
い
掛
か
る
脅
威
に
対
抗
す
る
意
義
を
新
た

に
与
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
ま
さ
に
こ
の
こ
と
が
、【
伝
承
一
】Ⓑ

と
【
伝
承
一
】
Ⓐ
の
接
点
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。『
中
国
民
間

故
事
集
成
』
浙
江
巻
「
端
午
掛
菖
蒲
」（
東
陽
県
）
の
「
附

記
」
に
い
う
、「
端
午
節
は
漢
族
の
伝
統
的
な
節
句
で
あ
る
。

こ
の
日
、
浙
江
の
民
間
で
は
、
門
前
に
菖
蒲
や
艾
葉
を
挿
す
風

俗
が
あ
り
、
各
地
に
「
端
午
挿
艾
掛
菖
蒲
」
の
言
い
伝
え
が
流

伝
し
て
い
る
。
こ
の
言
い
伝
え
の
粗
筋
は
基
本
的
に
二
つ
の
類

マ
マ

型
に
分
れ
る
。
一
つ
は
「
黄
巣
救
婦
説
《
柳
村
十
八
家
》」
で

あ
り
、
も
う
一
つ
は
「
神
仙
駆
瘟
説
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
い

ず
れ
も
皆
な
、
故
事
の
起
因
を
、
黄
巣
も
し
く
は
神
仙
が
婦
人

の
善
良
な
心
に
感
動
さ
せ
ら
れ
、
婦
人
に
命
じ
て
端
午
節
に
は

門
前
に
艾
を
挿
し
、
菖
蒲
を
掛
け
さ
せ
た
こ
と
に
あ
る
、
と
し

て
い
る
。
こ�

の�

よ�

う�

に�

す�

る�

こ�

と�

で�

、
兵�

害�

や�

疫�

病�

を�

免�

れ�

た�

の�

で�

あ�

る�

」
と
（
五
四
一
頁
）。
目
連
は
黄
巣
に
姿
を
変
え
る

こ
と
で
、
共
同
体
に
対
し
て「
平
安
を
保
ち
邪
を
駆
除
す
る〔
保
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平
安
和
駆
邪
〕」（
Ⓐ
‐（
１
））
役
割
を
獲
得
し
た
の
だ
。
私
た

ち
は
今
や
漸
く
に
し
て
、
黄
巣
故
事
を
単
な
る
「
奇
抜
な
説
」

「
奇
妙
な
説
」
と
し
て
で
は
な
く
、
一
定
の
社
会
的
背
景
の
下

に
出
現
し
た
物
語
と
し
て
、
そ
の
意
味
を
読
み
解
い
て
い
く
手

掛
か
り
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
と
い
え
よ
う
。

小
南
説
の
こ
う
し
た
劃
期
的
な
意
義
を
確
認
し
た
う
え
で
、

以
下
に
そ
の
問
題
点
に
も
眼
を
向
け
る
こ
と
に
し
よ
う
。
そ
れ

は
、
小
南
説
で
は
、「
目
連
の
地
獄
巡
り
」
が
『
目
連
三
世
宝

巻
』
に
含
ま
れ
て
い
な
い
か
の
よ
う
に
受
け
取
ら
れ
か
ね
な
い

こ
と
で
あ
る
。
他
と
は
異
な
る
『
目
連
三
世
宝
巻
』
の
独
自
性

は
確
か
に
黄
巣
故
事
の
部
分
に
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
本

論
で
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
の
部
分
は
、
依
然
と
し
て
テ
キ
ス
ト

の
「
本
編
」
の
位
置
を
占
め
る
「
目
連
の
地
獄
巡
り
」
に
継
ぎ

足
さ
れ
た
「
続
編
」
に
相
当
す
る
位
置
に
あ
る
点
を
も
軽
視
す

べ
き
で
は
な
い
。
小
南
自
身
、「
血
縁
集
団
の
平
安
を
保
持
す

る
役
目
の�

ほ�

か�

に�

、
新
し
く
、
地
縁
的
な
共
同
体
の
安
寧
を
守

る
目
連
の
役
目
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
言
い
、
こ

の
二
つ
の
目
連
像
が
「
結
合
」
し
得
た
「
基
盤
」
を
発
見
す
る

こ
と
の
必
要
性
を
説
く
の
で
あ
っ
て

（
１７
）

、
こ
の
問
題
の
解
決
は
、

『
目
連
三
世
宝
巻
』
と
そ
れ
以
外
の
目
連
物
の
宝
巻
と
を
別
系

統
と
し
て
整
理
す
る
の
で
は
な�

く�

、
前
者
を
あ
く
ま
で
後
者
の

歴
史
的
展
開
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
可
能
と

な
る
で
あ
ろ
う
。
本
論
が
こ
の
点
を
特
に
強
調
す
る
の
は
、
孤

魂
祭
祀
と
し
て
の
目
連
戯
に
関
し
て
今
日
望
み
得
る
最
も
詳
細

か
つ
精
緻
な
研
究
成
果
で
あ
る
田
仲
一
成
『
中
国
鎮
魂
演
劇
研

究
』
が
『
目
連
三
世
宝
巻
』
に
全
く
言
及
し
な
い
こ
と
を
不
審

と
す
る
か
ら
で
も
あ
る
。
田
仲
は
目
連
戯
の
「
起
点
」
と
な
る

テ
キ
ス
ト
と
し
て
、『
仏
説
目
連
救
母
経
』
の
直
接
的
継
承
で

あ
る
『
目
連
救
母
出
離
地
獄
昇
天
宝
巻
』
を
重
視
し
、
こ
れ
に

綿
密
な
分
析
を
加
え
る
の
で
あ
る
が

（
１８
）

、
他
方
、『
目
連
三
世
宝

巻
』
を
検
討
の
対
象
と
は
せ
ず
、
黄
巣
故
事
に
も
小
南
説
に
も

言
及
し
な
い
の
で
あ
る
。
田
仲
が
何
故
『
目
連
三
世
宝
巻
』
を

検
討
の
対
象
か
ら
外
し
た
の
か
は
推
測
す
る
し
か
な
い
が
、
目

連
救
母
故
事
が
そ
の
「
起
点
」
の
段
階
か
ら
既
に
孤
魂
祭
祀
の

性
格
を
有
し
て
い
た
と
す
る
田
仲
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、『
目

連
三
世
宝
巻
』
の
黄
巣
故
事
を
事
新
し
く
取
り
上
げ
ね
ば
な
ら

ぬ
必
然
性
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
家
族
‐
血
縁

共
同
体
を
主
た
る
担
い
手
と
し
て
挙
行
さ
れ
る
儀
礼
が
如
何
に

し
て
地
域
‐
地
縁
共
同
体
を
主
た
る
担
い
手
と
し
て
挙
行
さ
れ

る
儀
礼
に
転
化
し
て
い
く
か
と
い
う
問
題
関
心
は
、
斯
か
る
転

化
の
過
程
を
想
定
し
な
い
田
仲
説
で
は
、
論
外
に
置
か
れ
ざ
る

を
得
な
い
の
で
あ
る

（
１９
）

。

田
仲
一
成
の
多
方
面
に
亘
る
研
究
成
果
の
う
ち
、
本
論
と
接

点
を
有
す
る
の
は
む
し
ろ
、
亡
魂
済
度
を
目
的
と
す
る
「
超
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度
」
の
儀
礼
―
―
目
連
救
母
と
関
連
す
る
儀
礼
を
そ
の
中
に
含

む
―
―
の
分
析
で
あ
る
。
一
九
八
一
年
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
福

建
系
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
挙
行
さ
れ
た
「
超

度
」
儀
礼
の
実
態
を
克
明
に
記
述
し
た
後
、
田
仲
は
、「〔
祭
祀

を
〕
挙
行
す
る
郷
民
が
超
度
の
対
象
と
し
て
考
え
て
い
る
亡
魂

の
種
類
」
に
四
つ
の
層
を
区
別
す
る
。
⒜
「
死
亡
者
本
人
の
亡

魂
（
正
薦
）」、
⒝
「
三
・
四
世
代
以
内
の
近
祖
の
亡
魂
で
超
度

を
怠
っ
て
き
た
も
の
（
追
薦
）」、
⒞
「
五
・
六
代
以
上
の
遠
祖

の
亡
魂
で
超
度
を
行
な
っ
て
い
な
い
可
能
性
の
高
い
も
の
（
附

薦
�
）」、
⒟
「
血
縁
関
係
の
な
い
亡
魂
で
超
度
を
受
け
て
い
な

い
も
の
（
附
薦
�
）」。
こ
の
一
連
の
「
超
度
」
に
含
ま
れ
る
目

連
関
係
の
儀
礼
に
お
い
て
、
⒜
‐
⒞
を
対
象
と
す
る
「
目
連
科

儀
」
と
⒟
を
対
象
と
す
る
「
目
連
戯
」
と
が
区
別
さ
れ
つ
つ
併

存
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
⒜
を
主
た
る
対
象
と
し

⒟
を
二
次
的
な
対
象
と
す
る
「
同�

族�

超
度
」
の
儀
礼
は
や
が
て
、

⒟
を
主
た
る
対
象
と
し
⒜
を
二
次
的
な
対
象
と
す
る
「
村�

落�

超

度
」
へ
と
反
転
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
前
者
に
照
応
す
る
「
目
連

科
儀
」
か
ら
後
者
に
照
応
す
る
「
目
連
戯
」
へ
と
重
点
が
移
動

す
る
―
―
そ
れ
は
目
連
関
係
の
儀
礼
の
演
劇
化
の
亢
進
を
も
意

味
す
る
―
―
が
、「
村
落
超
度
」の
段
階
に
至
っ
て
も
な
お
、
⒜

‐
⒞
を
対
象
と
す
る
「
科
儀
」
と
し
て
の
機
能
が
（「
附
薦
」

と
い
う
付
随
的
な
形
態
で
あ
れ
）「
目
連
戯
」
で
も
維
持
さ
れ

て
い
る
こ
と
も
無
視
す
べ
き
で
は
な
い

（
２０
）

。
本
論
の
こ
れ
ま
で
の

論
述
と
対
応
さ
せ
る
な
ら
ば
、
⒜
を
対
象
と
す
る
「
目
連
科

儀
」
が
家
族
‐
血
縁
共
同
体
の
安
定
を
回
復
す
る
た
め
の
装
置

に
相
当
し
、
⒟
を
対
象
と
す
る
「
目
連
戯
」
が
地
域
‐
地
縁
共

同
体
の
安
定
を
回
復
す
る
た
め
の
装
置
に
相
当
す
る
。「
同
族

超
度
」
か
ら
「
村
落
超
度
」
へ
の
儀
礼
の
展
開
は
、
家
族
‐
血

縁
共
同
体
を
中
核
と
す
る
社
会
か
ら
地
域
‐
地
縁
共
同
体
を
中

核
と
す
る
社
会
へ
の
変
化
を
反
映
す
る
。
も
と
よ
り
こ
の
こ
と

は
、
前
者
の
要
素
が
社
会
生
活
か
ら
消
失
す
る
こ
と
を
意
味
し

な
い
。
前
者
の
上
に
後
者
が
積
み
重
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
社

会
構
造
自
体
が
重
層
化
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
の
重
層
化
の

過
程
に
お
い
て
、
黄
巣
故
事
を
そ
の
中
に
含
む
『
目
連
三
世
宝

巻
』
が
制
作
さ
れ
、
そ
の
故
事
の
「
打
鬼
駆
邪
」
の
側
面
が
次

第
に
前
景
化
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

家
族
‐
血
縁
共
同
体
と
地
域
‐
地
縁
共
同
体
と
の
中
間
に

あ
っ
て
こ
の
両
者
を
媒
介
す
る
も
の
は
、
父
系
祖
先
を
共
有
す

る
（
同
姓
の
）
出
自
集
団
、
す
な
わ
ち
宗
族
で
あ
る
。
家
族
‐

血
縁
共
同
体
を
中
核
と
す
る
社
会
か
ら
地
域
‐
地
縁
共
同
体
を

中
核
と
す
る
社
会
へ
の
転
化
の
過
程
に
宗
族
が
果
し
た
役
割
は

大
き
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
一
般
に
、
親
の
世
代
の
死
亡
が
家

族
‐
血
縁
共
同
体
に
及
ぼ
す
社�

会�

的�

危
機
は
、
家
産
の
均
分
相

続
に
よ
る
分
節
形
成
が
家
族
を
一
つ
の
集
団
と
し
て
維
持
す
る
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の
を
困
難
な
ら
し
め
る
傾
向
と
な
っ
て
表
わ
れ
る
。
そ
の
分
節

を
統
合
し
て
、
解
体
の
危
機
に
瀕
す
る
家
族
を
一�

つ�

の�

纏
ま
り

と
し
て
繋
ぐ
役
割
を
荷
う
の
が
宗
族
で
あ
る
。
そ
れ
は
血
縁
を

紐
帯
と
す
る
集
団
で
あ
り
な
が
ら
、
し
か
も
し
ば
し
ば
同
一
村

落
内
に
集
住
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
縁
的
な
性
格
を
も
帯
び
る

（
２１
）

。

宗
族
に
共
有
さ
れ
る
祖
先
は
、「
近
祖
」
か
ら
「
遠
祖
」
へ
と

漸
次
、
時
間
・
世
代
が
経
過
す
る
に
つ
れ
て
、
観
念
的
に
想
定

さ
れ
る
だ
け
の
縁
遠
い
存
在
に
ま
で
後
退
し
て
い
く
こ
と
を
避

け
ら
れ
な
い
。
血
縁
を
紐
帯
と
す
る
集
団
結
合
の
意
識
の
希
薄

化
は
、
同
一
村
落
に
集
住
す
る
宗
族
集
団
の
地
縁
化
を
帰
結
す

る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
宗
族
集
団
の
地
縁
化
と
村
落
構
成

の
多
様
化
・
複
雑
化
と
は
、
村
落
を
構
成
す
る
各
集
団
間
で
の

利
害
対
立
や
反
目
・
衝
突
を
容
易
に
惹
起
す
る
。
そ
れ
を
緩
和

な
い
し
解
消
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、
村
落
の
「
外
部
」
に

脅
威
を
設
定
し
、
そ
こ
に
恐�

怖�

と�

敵�

意�

と�

を�

集�

中�

す�

る�

こ�

と�

は

極
め
て
有
効
で
あ
っ
た
。
蓋
し
、
村
落
共
同
体
に
侵
入
し
て
そ

の
安
寧
を
脅
か
す
「
外
部
」
の
存
在
こ
そ
が
、
村
落
の
構
成
員

た
ち
を
し
て
、
利
害
関
係
を
共
有
す
る
一�

つ�

の�

共
同
体
に
結
集

せ
し
め
る
恰
好
の
機
会
を
提
供
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
目
的

の
た
め
に
は
、
煽
り
た
て
ら
れ
る
恐
怖
は
強
け
れ
ば
強
い
ほ
ど

よ
く
、
向
け
ら
れ
る
敵
意
は
激
し
け
れ
ば
激
し
い
ほ
ど
よ
い
。

村
落
の
構
成
員
を
一
つ
に
繋
ぐ
装
置
と
し
て
、
疫
邪
災
厄
を
共

同
体
に
齎
す
と
さ
れ
る
「
孤
魂
野
鬼
」
の
存
在
ほ
ど
好
適
な
も

の
は
他
に
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

四
、
伝
承
と
社
会

田
仲
一
成
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
目
連
戯
は
「
北
方
中
国
で

は
流
行
せ
ず
」、
南
方
に
偏
在
す
る
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
。「
断

片
的
な
地
獄
め
ぐ
り
の
場
」
を
除
い
て
北
方
に
は
目
連
戯
テ
キ

ス
ト
が
殆
ど
残
存
し
て
い
な
い
の
に
対
し
て
、「
南
方
各
地
に

は
膨
大
な
量
の
長
編
目
連
戯
テ
キ
ス
ト
が
残
っ
て
い
る
」。
こ

れ
は
、
目
連
戯
が
「
南
方
宗
族
社
会
で
こ
そ
、
そ
の
鎮
魂
祭
祀

に
奉
仕
す
る
と
い
う
社
会
的
機
能
を
発
揮
で
き
た
」
こ
と
の
証

左
に
他
な
ら
な
い

（
２２
）

。
宗
族
形
成
が
活
発
で
あ
っ
た
南
方
中
国
と

は
様
相
を
異
に
す
る
華
北
農
村
の
存
立
形
態
が
『
中
国
農
村
慣

行
調
査
』
所
載
の
種
々
の
記
録
に
表
れ
て
い
る
こ
と
は
、
従
来

か
ら
研
究
者
の
注
目
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
内
田
智

雄
は
、「
華
北
農
村
に
於
け
る
同
族
の
多
く
が
、
彼
等
の
共
同

祭
祀
の
対
象
と
す
る
家
廟
と
そ
の
祭
田
と
を
有
せ
ず
、
ま
た
彼

等
の
血
族
意
識
を
伝
承
す
る
に
役
立
つ
家
譜
を
有
し
な
い
」
こ

と
を
例
証
す
る
『
中
国
農
村
慣
行
調
査
』
の
記
録
に
依
拠
し
て
、

「
彼
等
の
祖
先
祭
祀
を
高
揚
す
る
に
足
る
資
料
は
極
め
て
乏
し

い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
」
と
結
論
付
け
た

（
２３
）

。
南
方
中
国
と
は
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相
違
す
る
こ
う
し
た
華
北
農
村
の
社
会
形
態
に
照
応
す
る
よ
う

に
、『
中
国
農
村
慣
行
調
査
』
の
中
に
目
連
戯
の
上
演
を
直
接

示
す
記
録
が
皆
無
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
目
連
戯
に
限
定
せ
ず
、
よ
り
広
く
演
劇
全
般
に
ま
で
対
象

を
拡
げ
て
検
索
す
る
な
ら
ば
、
南
方
中
国
の
事
例
に
は
及
ば
な

い
に
せ
よ
、
華
北
農
村
に
お
い
て
も
種
々
の
儀
礼
・
祭
礼
の
際

に
演
劇
が
し
ば
し
ば
上
演
・
奉
納
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
記
録
を
、

私
た
ち
が
『
中
国
農
村
慣
行
調
査
』
か
ら
抽
出
す
る
の
は
決
し

て
困
難
で
は
な
い
。
や
や
煩
瑣
で
は
あ
る
が
、
以
下
に
そ
の
事

例
を
挙
げ
て
い
こ
う
。

河
北
省
天
津
県
小
站
郷
に
お
い
て
、廟
会
の
会
場
と
な
る「
周

公
廟
」
に
設
け
ら
れ
て
い
る
「
戯
台
」
は
、
か
つ
て
そ
こ
で
演

劇
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
の
名
残
に
違
い
な
い
（『
調
査
』
�

一
九
三
頁
）。
山
東
省
歴
城
県
冷
水
溝
荘
で
は
、
演
劇
は
廟
祭

・
乞
雨
な
ど
と
同
じ
く
「
三
聖
堂
」
―
―
「
老
子
・
孔
子
・
如

来
仏
を
祀
り
、
そ
の
前
面
に
財
神
・
牛
王
・
土
地
神
を
祀
る
」

（
同
�
一
七
頁
）
―
―
の
前
で
挙
行
さ
れ
た
（
同
三
八
頁
）。
沙

井
村
に
お
い
て
も
、「
正
月
九
日
の
廟
会
に
は
芝
居
が
あ
り
、

全�

村�

民�

の�

楽�

し�

み�

」
で
あ
っ
た
と
い
う
。
村
に
は
「
戯
会
」
な

る
団
体
が
結
成
さ
れ
、「
そ
の
芝
居
に
要
す
る
金
を
出
す
人
々

が
戯
会
の
香
首
」
と
な
っ
た
。
同
村
の
「
戯
会
」
の
由
来
は
乾

隆
年
間
ま
で
遡
る
。
関
帝
廟
前
の
石
碑
「
順
天
府
昌
平
州
順
義

県
河
南
村
献
戯
地
碑
記
」（
乾
隆
三
七
〔
一
七
七
一
〕
年
建

立
）
に
よ
れ
ば
、
乾
隆
二
○
〔
一
七
五
六
〕
年
以
前
に
既
に
「
戯

会
」
の
所
有
地
す
な
わ
ち
「
戯
地
」
が
購
入
さ
れ
、
そ
こ
で
演

劇
が
上
演
・
奉
納
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
も
し
ば
し
ば
土
地
の

購
入
と
演
劇
の
上
演
・
奉
納
が
な
さ
れ
た
ら
し
い
（
以
上
、
同

�
一
九
三
頁
）。
四
月
二
十
六
日
か
ら
始
ま
る
娘
々
廟
の
廟
会

は
四
日
間
に
及
び
、
そ
の
間
毎
日
、
北
京
の
天
橋
か
ら
招
い
た

役
者
た
ち
が
芝
居
を
上
演
し
た
。
そ
の
期
間
の
う
ち
一
日
、
村

民
た
ち
は
仕
事
を
休
み
に
し
て
参
加
し
た
（
以
上
、
同
�
二
○

五
頁
）。
楊
潤
と
楊
澤
も
、
役
者
の
多
く
は
北
京
か
ら
来
た
と

言
い
、
芝
居
の
あ
る
日
に
仕
事
を
休
む
こ
と
を
「
演
戯
放
工
」

と
称
し
て
い
る
（
同
�
二
三
五
頁
）。
河
北
省
安
次
県
東
王
荘

で
も
、「
短
工
・
長
工
に
一
日
閑
を
や
っ
て
〔
芝
居
を
〕
見
に

行
か
せ
た
」
と
言
う
（
同
�
八
六
頁
）。
芝
居
を
見
る
こ
と
は

華
北
農
民
に
と
っ
て
も
主
要
な
娯
楽
の
一
つ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
開
催
日
に
仕
事
が
休
み
に
な
っ
た
こ
と
は
、
廟
会
に
お
け

る
演
劇
の
奉
納
が
村�

落�

共�

同�

体�

の�

全�

体�

に�

関�

わ�

る�

と�

い�

う�

意�

味�

で�

公
的
な
行
事
と
し
て
村
民
た
ち
に
広
く
認
知
さ
れ
て
い
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
。

七
月
七
日
（
牛
郎
会
織
女
）
に
『
天
河
配
』
が
上
演
さ
れ
た

と
い
う
沙
井
村
の
記
録
（『
調
査
』
�
二
六
六
頁
）
か
ら
、
私

た
ち
は
、
節
日
に
合
わ
せ
て
演
目
を
編
む
場
合
が
あ
っ
た
こ
と
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を
知
り
得
る
。
残
念
な
が
ら
『
中
国
農
村
慣
行
調
査
』
に
お
い

て
、
上
演
・
奉
納
さ
れ
た
演
劇
の
演
目
が
挙
げ
ら
れ
る
例
は
他

に
は
な
い
が
、
演
目
の
決
定
に
は
、
儀
礼
・
祭
礼
の
目
的
や
期

待
さ
れ
る
功
能
が
考
慮
さ
れ
た
に
違
い
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
本

論
の
内
容
と
関
連
し
て
興
味
深
い
の
は
、
旱
魃
や
蝗
害
な
ど
共

同
体
の
「
外
部
」
か
ら
侵
襲
す
る
脅
威
へ
の
対
抗
の
儀
礼
に
合

わ
せ
て
演
劇
が
上
演
・
奉
納
さ
れ
る
場
合
が
目
立
つ
こ
と
で
あ

る
。
ま
ず
沙
井
村
の
例
を
引
こ
う
。

謝
会
の
時
に
芝
居
を
や
る
村
あ
り
や＝

事
変
後
は
な
い
。

雨
乞
で
雨
の
降
っ
た
時
は
芝
居
を
す
る
。
豊
年
の
時
に
も
芝

居
あ
り
。
去
年
、
衙
門
村
で
雨
乞
の
後
で
雨
が
降
っ
た
の
で

芝
居
が
あ
っ
た
。
芝
居
を
す
る
時
は
北
京
か
ら
役
者
を
呼
ぶ

の
で
大
変
金
が
か
か
る
。
昔
は
城
内
の
廟
会
の
時
に
芝
居
が

あ
っ
た
が
、
今
は
治
安
と
金
の
問
題
で
な
く
な
っ
た
（
同
�

一
九
一
頁
）

龍
王
の
誕
生
日
は
六
月
二
十
五
日
。
旱
魃
の
時
は
龍
王
に

祈
り
、
も
し
雨
が
降
れ
ば
廟
を
改
築
し
芝
居
を
す
る
と
誓
う
。

降
れ
ば
必
ず
実
行
す
る
。
も�

し�

実�

行�

し�

な�

い�

と�

来�

年�

は�

更�

に�

ひ�

ど�

い�

旱�

魃�

に�

な�

る�

か
ら
（
同
二
一
○
頁
）

防
蝗
方
法
は＝

方
法
な
し
。
神
を
祭
り
又
芝�

居�

を�

奉�

納�

し�

神�

威�

を�

期�

す�

る�

よ
り
外
な
し
。
但
し
こ
の
行
事
も
本
村
や
望

泉
寺
位
の
村
で
は
行
わ
ず
、
大
村
で
す
る
（
同
�
一
一
八

頁
）

次
に
河
北
省
欒
城
県
寺
北
柴
村
の
事
例
―
―
。

〔
雨
乞
の
儀
礼
の
際
に
〕
村
民
の
先
に
立
っ
て
焼
香
す
る

人
は
い
な
い
か＝

い
る
。
今
年
は
郝
順
城
・
郝
老
振
・
郝
丑

徳
の
三
人
が
廟
の
前
で
先
に
立
っ
て
焼
香
し
、
も
し
三
日
以

内
に
雨
が
降
っ
た
ら
芝
居
を
献
納
す
る
と
い
っ
て
祈
っ
た

雨
が
降
っ
た
ら
本
当
に
芝
居
を
す
る
か＝

す
る
…
…

降
っ
た
こ
と
あ
り
や＝

十
年
位
前
に
降
っ
た

芝
居
を
し
た
か＝

し
た
。
四
日
間
。
今
な
ら
十
円
位
か
か

る
だ
ろ
う
（
同
�
六
六
頁
）

次
に
山
東
省
冷
水
溝
荘
の
事
例
―
―
。

演
戯
は
ど
ん
な
時
に
開
か
れ
る
か＝

雨
乞
を
し
て
御
利
益

が
あ
っ
た
時
等
に
謝
雨
戯
を
催
す

何
処
で
開
く
か
、
廟
内
か＝

廟
は
狭
い
の
で
村
西
の
旱
田

（
空
地
）
で
開
く

他
村
へ
の
参
加
、
他
村
か
ら
の
参
加
が
あ
る
か＝

李
家
荘

と
共
に
祈
雨
す
る
こ
と
あ
る
も
少
し
（
同
�
一
七
頁
）

こ
の
三
日
間
の
〔
雨
乞
の
〕
祭
礼
の
間
に
神
に
対
し
て
降

雨
が
あ
っ
た
場
合
の
謝
神
の
約
束
を
す
る
の
か＝

す
る
。
本

年
は
、
降
雨
の
暁
は
十
分
供
物
を
し
て
神
を
慰
め
る
と
約
束

し
た
だ
け
だ
。
謝
神
の
た
め
の
演
戯
は
非
常
に
金
が
か
か
る

し
治
安
上
面
白
く
な
い
か
ら
約
束
し
な
か
っ
た
（
同
三
三
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頁
）

演
劇
の
上
演
・
奉
納
が
観
音
信
仰
と
結
び
付
い
て
い
る
事
例
も

あ
る
。
寺
北
柴
村
の
記
録
で
あ
る
。

廟
の
祭
に
芝
居
の
あ
っ
た
こ
と
あ
り
や＝

観
音
老
母
廟
の

祭
の
時
に
芝
居
の
あ
っ
た
こ
と
あ
り
。
民
国
以
前
に
は
毎
年

あ
っ
た

観
音
老
母
廟
以
外
の
祭
の
時
に
は
芝
居
は
な
か
っ
た
か＝

他
の
廟
で
は
な
か
っ
た

廟
の
芝
居
の
世
話
人
が
い
た
か＝

民
国
以
前
に
は
会
首
が

あ
り
、
彼
が
廟
の
世
話
を
し
た
。
芝
居
が
あ
れ
ば
そ
の
世
話

も
し
た
。
会
首
は
一
人
で
毎
年
交
代
し
た
。
そ
の
名
称
は「
観

音
会
会
首
」
と
い
っ
た
。
会�

首�

は�

仏�

の�

保�

護�

を�

受�

け�

る�

の�

で�

、

会�

首�

に�

な�

る�

と�

そ�

の�

人�

の�

畑�

は�

豊�

作�

に�

な�

る�

。
だ
か
ら
村
民

は
皆
争
っ
て
会
首
に
な
り
た
が
っ
た
。
し
か
し
会
首
は
一
人

で
よ
い
の
で
多
人
数
は
な
れ
な
い
か
ら
籤
で
会
首
を
き
め
た

（
同
�
四
三
頁
）

調
査
が
実
施
さ
れ
た
当
時
、
演
劇
の
上
演
・
奉
納
が
中
止
さ
れ

て
い
た
村
が
目
立
つ
が
、
こ
れ
は
一
九
三
七
〔
昭
和
一
二
〕
年

の
支
那
事
変
以�

後�

に
お
け
る
経
済
状
態
や
治
安
の
悪
化
に
よ
る

の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
旧
来
か
ら
の
華
北
農
村
の
姿
と
考
え
る

べ
き
で
は
な
い
。
支
那
事
変
に
よ
る
経
済
的
・
社
会
的
ダ
メ
ー

ジ
を
受
け
る
以
前
に
あ
っ
て
は
、
華
北
農
村
に
お
い
て
も
、
廟

会
の
際
な
ど
に
は
頻
繁
に
、
ま
た
場
所
に
よ
っ
て
は
か
な
り
大

規
模
に
、
演
劇
の
上
演
・
奉
納
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る

（
２４
）

。

そ
れ
が
、
龍
王
な
ど
が
齎
し
た
「
御
利
益
」
へ
の
感
謝
の
意
思

表
示
で
あ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
時
に
は
そ
の
上
演
・
奉
納
自

体
が
「
防
蝗
」
な
ど
の
「
神
威
」
を
齎
す
呪
力
を
有
す
る
と
さ

れ
て
い
る
点
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
演
劇
の
上
演
・
奉
納

と
観
音
信
仰
と
の
結
合
を
示
す
事
例
は
、
演
劇
が
発
揮
し
得
る

現
世
利
益
の
機
能
を
如
実
に
表
し
て
い
る
。
観
音
廟
で
の
演
劇

奉
納
な
ど
の
世
話
を
務
め
る
会
首
の
畑
は
、「
仏
の
保
護
」
に

よ
っ
て
「
豊
作
に
な
る
」
の
で
あ
る
！

宋
代
以
降
、「
あ
ら

ゆ
る
階
層
に
滲
透
流
行
し
、
一
般
民
衆
の
生
活
と
深
い
関
聯
を

も
っ
て
い
た
」
観
音
信
仰
の
一
端

（
２５
）

が
こ
こ
に
も
垣
間
見
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
場
で
演
じ
ら
れ
た
演
目
は
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
も
、

一
八
世
紀
初
頭
の
江
南
地
方
に
は
、
蝗
を
禳
う
目
的
で
目
連
救

母
が
演
じ
ら
れ
、
効
験
が
あ
っ
た
と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い
る

か
ら

（
２６
）

、
華
北
農
村
に
お
い
て
も
同
様
の
演
目
が
立
て
ら
れ
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

演
劇
の
上
演
・
奉
納
ば
か
り
で
は
な
く
、
語
り
物
文
藝
が
華

北
農
村
で
演
唱
さ
れ
て
い
た
形
跡
も
、『
中
国
農
村
慣
行
調

査
』
の
中
に
ご
く
僅
か
な
が
ら
見
出
さ
れ
る
。
河
北
省
東
王
荘

で
の
調
査
記
録
に
、

村
内
の
娯
楽
は
ど
ん
な
も
の
が
あ
る
か＝

昔
説
書
的
が
来
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て
廟
の
空
地
で
や
っ
た
。
近
年
は
来
な
い
…
…

説
書
的
は
廟
会
の
時
に
来
た
の
か＝

然
り

と
あ
っ
て
、「
ど
ん
な
も
の
を
語
っ
た
か
」
は
「
知
ら
な
い
」

と
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
村
一
帯
に
「
説
書
的
」（
日
本
に

お
け
る
講
談
師
に
類
す
る
藝
人
）
が
来
て
い
た
こ
と
は
確
実
で

あ
る
（『
調
査
』
�
八
六
頁
）。「
説
書
的
」
と
「
宣
巻
的
」（
宝

巻
の
語
り
手
）
と
は
、
語
る
題
材
が
違
う
だ
け
で
、
同
類
の
語

り
藝
人
で
あ
る
。
楊
潤
が
内
田
智
雄
に
紹
介
し
た【
伝
承
一
】Ⓑ

も
、「
宣
巻
的
」
の
演
唱
に
よ
っ
て
流
布
し
た
の
に
違
い
な
い
。

前
節
に
言
及
し
た
よ
う
に
、
黄
巣
故
事
が
含
ま
れ
る
目
連
物
の

宝
巻
は
『
目
連
三
世
宝
巻
』
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
楊
潤
は
、
村

を
訪
れ
た
「
宣
巻
的
」
が
演
唱
す
る
『
目
連
三
世
宝
巻
』
を
見

聞
し
た
の
で
あ
る
。

『
中
国
農
村
慣
行
調
査
』
は
、
従
来
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
、

南
方
中
国
と
は
異
質
な
華
北
農
村
の
特
性
を
浮
き
彫
り
に
し
た

点
で
劃
期
的
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
こ
の
点
が

強
調
さ
れ
る
余
り
、
南
方
中
国
の
農
村
を
典
型
と
見
做
し
、
そ

の
特
徴
の
欠
如
態
と
し
て
華
北
農
村
を
理
解
す
る
傾
向
が
全
く

無
か
っ
た
と
は
言
え
な
い
。
こ
の
傾
向
は
、
南
方
中
国
の
農
村

と
華
北
農
村
と
に
共
通
す
る
社
会
的
背
景
や
意
識
形
態
の
基
盤

を
過
小
に
見
積
も
る
こ
と
に
も
繋
が
っ
た
の
で
は
な
い
か

（
２７
）

。
私

た
ち
が
取
り
上
げ
た
【
伝
承
一
】
Ⓐ
Ⓑ
の
故
事
が
、
そ
う
し
た

普
遍
的
な
社
会
背
景
や
意
識
形
態
の
上
に
創
出
さ
れ
た
伝
承
の

僅
か
な
断
片
に
他
な
ら
な
い
こ
と
は
、
本
論
が
第
二
節
に
紹
介

し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
類
話
が
、
華
北
地
方
に
限
ら
ず
中
国
の
広
範

な
地
域
に
分
布
し
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
全
く
疑
問
の
余
地

は
な
い
。
蓋
し
、
村
落
共
同
体
の
凝
集
性
・
一
体
性
を
生
み
出

し
、
そ
れ
を
維
持
す
る
た
め
の
「
外
部
」
の
脅
威
の
設
定
―
―

旱
魃
で
あ
れ
蝗
害
で
あ
れ
、
は
た
ま
た
疫
病
で
あ
れ
―
―
及
び

そ
こ
へ
の
恐
怖
と
敵
意
の
集
中
と
い
う
、
本
論
が
指
摘
し
た
黄

巣
故
事
の
社
会
的
機
能
の
普
遍
的
性
格
は
、
各
地
域
の
共
同
体

の
特
性
の
偏
差
と
い
う
特
殊
的
要
因
よ
り
も
優
勢
で
あ
る
か
ら

で
あ
る
。

＊

今
し
が
た
述
べ
た
こ
と
は
、【
伝
承
一
】
Ⓑ
と
前
節
に
分
析

し
た
『
目
連
三
世
宝
巻
』
の
記
述
と
に
何
ら
の
差
異
も
見
出
さ

れ
な
い
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。『
目
連
三
世
宝
巻
』
の
段
階

か
ら
【
伝
承
一
】
Ⓑ
の
段
階
へ
、
そ
れ
か
ら
更
に
『
中
国
民
間

故
事
集
成
』
に
採
録
さ
れ
た
種
々
の
類
話
の
段
階
へ
と
、
多
様

な
異
説
が
生
み
出
さ
れ
た
の
は
口
頭
で
の
伝
承
の
当
然
の
結
果

で
あ
る
。
そ
う
し
た
多
様
性
や
特
殊
性
は
、
黄
巣
故
事
が
担
っ

た
社
会
的
機
能
の
普
遍
性
を
む
し
ろ
前
提
と
し
て
発
現
し
て
い

る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
で
は
、
そ
う
し
た
差
異
が
生
じ
た
理

由
を
ど
の
よ
う
に
説
明
す
れ
ば
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
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『
目
連
三
世
宝
巻
』
と
【
伝
承
一
】
Ⓑ
と
に
は
、
四
つ
の
点

で
注
目
す
べ
き
差
異
が
認
め
ら
れ
る
。

⑴
『
目
連
三
世
宝
巻
』
で
は
�
黄
巣
故
事
の
後
に
�
賀
因
故

事
が
続
く
が
、【
伝
承
一
】
Ⓑ
に
は
そ
の
部
分
へ
の
言
及

が
無
い
。

⑵
『
目
連
三
世
宝
巻
』
で
は
目
連
が
直
接
、
黄
巣
に
転
生
す

る
の
だ
が
、【
伝
承
一
】
Ⓑ
で
は
地
蔵＝

目
連
か
ら
派
遣

さ
れ
た
「
蛙
の
神
」
が
黄
巣
と
な
っ
て
転
生
す
る
。

⑶
『
目
連
三
世
宝
巻
』
で
は
地
蔵
（
幽
冥
教
主
）
と
目
連
と

は
同
体
で
は
な
く
、
目
連
は
地
蔵
（
幽
冥
教
主
）
の
命
令

を
受
け
る
立
場
に
あ
る
が
、【
伝
承
一
】
Ⓑ
は
両
者
が
同

体
で
あ
る
こ
と
を
明
言
し
て
い
る
。

⑷
『
目
連
三
世
宝
巻
』
は
地
蔵
で
は
な
く
目�

連�

の�

物
語
と
し

て
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、【
伝
承
一
】
Ⓑ
は
あ
く
ま
で
、

地�

蔵�

の�

物
語
（
地
蔵
菩
薩
の
縁
起
譚
）
と
し
て
構
成
さ
れ

て
い
る
。

前
節
に
言
及
し
た
よ
う
に
⑴
に
つ
い
て
は
検
討
の
対
象
か
ら
外

し
、
⑵
‐
⑷
に
限
っ
て
以
下
に
若
干
の
考
察
を
試
み
る
。

⑵
に
つ
い
て
、【
伝
承
一
】
Ⓑ
で
「
蛙
の
神
」
が
介
在
す
る

か
た
ち
に
伝
承
が
展
開
し
た
理
由
を
考
え
る
時
、
私
た
ち
は
蛙

に
「
防
蝗
」
の
呪
力
が
賦
与
さ
れ
る
場
合
が
あ
っ
た
こ
と
を
想

起
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
夙
に
澤
田
瑞
穂
が
紹
介
す
る
と
こ
ろ
の

光
緒
一
七
〔
一
八
九
一
〕
年
修
『
豊
潤
県
志
』
巻
三
「
雑
記
」

に
い
う
―
―
、
乾
隆
一
八
〔
一
七
五
三
〕
年
の
蝗
害
の
際
、
河

北
省
豊
潤
県
陳
宮
山
一
帯
に
は
何
千
万
も
の
「
異
鳥
」
が
突
如

飛
来
し
、
蝗
の
大
群
を
駆
逐
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
ま
た
、「
王

蘭
荘
な
ど
の
地
で
は
、
数
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
巨
大
な
蟆
（
ヒ

キ
ガ
エ
ル
）
が
躍
り
な
が
ら
蝗
を
喰
ら
い
、
そ
の
脳
味
噌
を

啜
っ
た
り
、
そ
の
腹
を
裂
い
た
り
し
た
。
足
を
断
た
れ
翅
を
折

ら
れ
た
蝗
は
皆
な
草
木
を
抱
い
た
状
態
で
死
ん
だ
。
翌
日
、
異

鳥
も
巨
蟆
も
姿
を
消
し
た
。
死
ん
だ
蝗
が
墳
の
如
く
に
積
り
、

す
っ
か
り
跡
か
た
も
無
く
な
っ
た
の
で
あ
る
〔
王
蘭
荘
等
処
、

有
巨
蟆
無
算
、
躍
而
啗
蝗
、
或
盬
其
脳
、
或
裂
其
腹
、
其
断
足

折
翅
者
、
皆
抱
草
木
死
、
越
日
、
異
鳥
巨
蟆
不
見
、
死
蝗
墳
積
、

洗
然
空
矣
〕」
と

（
２８
）

（『
中
国
方
志
叢
書
（
華
北
地
方
）』
一
五
○

『
河
北
省
豊
潤
県
志
㈡
』
成
文
出
版
社
、
六
○
四
頁
）。
蝗
を
捕

食
す
る
蛙
（
蟆
）
の
習
性
が
、
蛙
に
「
防
蝗
」
の
呪
力
を
賦
与

す
る
根
拠
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
蛙
（
蟾
蜍
）
は
し
ば
し

ば
西
王
母
と
共
に
画
像
石
に
描
か
れ
る
か
ら
、
そ
の
シ
ン
ボ
リ

ズ
ム
は
遠
く
神
話
の
世
界
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
出
来
る
け
れ
ど

も
（
２９
）

、
そ
れ
が
【
伝
承
一
】
Ⓑ
に
持
ち
込
ま
れ
た
の
に
は
、
蛙
を

自
ら
の
村
落
生
活
に
と
っ
て
有
益
な
存
在
と
す
る
農
民
た
ち
の

素
朴
に
し
て
切
実
な
心
情
が
反
映
し
て
い
る
と
み
る
べ
き
で
あ

る
。
も
っ
と
も
、【
伝
承
一
】
Ⓑ
に
お
け
る
「
蛙
の
神
」
の
介
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在
は
、
目
連
が
直
接
黄
巣
に
転
生
す
る
と
い
う
不
可
解
さ
を
解

消
し
た
反
面
、
目
連
と
黄
巣
と
の
連
続
性
を
不
明
確
に
し
て
し

ま
う
結
果
を
導
い
て
も
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ

て
、
黄
巣
故
事
が
地
蔵
‐
目
連
と
の
関
連
か
ら
脱
化
し
易
く
な

る
効
果
を
生
ん
だ
と
も
言
え
よ
う
。

⑶
に
つ
い
て
述
べ
得
る
こ
と
は
多
く
な
い
。
地
蔵
が
目
連
に

（
黄
巣
と
し
て
の
）
転
生
を
命
じ
る
と
い
う
『
目
連
三
世
宝

巻
』
型
の
伝
承
と
、
地
蔵
と
目
連
と
を
同
人
異
名
と
す
る
【
伝

承
一
】
型
の
伝
承
と
が
併
行
し
て
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
第
二
節
に
紹
介
し
た
【
伝
承
一
】
Ⓑ
の
類
話
か
ら
は
、
地

蔵
と
目
連
と
の
関
連
付
け
を
巡
っ
て
、
様
々
な
異
説
が
生
み
出

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。そ
れ
ら
の
異
説
の
多
く
は【
伝

承
一
】
よ
り
も
後
に
生
成
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
が
、
そ
の

前
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
も
の
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。【
伝
承

一
】
も
ま
た
、
当
時
の
多
様
な
伝
承
の
中
の
一
つ
に
過
ぎ
な

か
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

⑷
は
故
事
の
内
容
と
そ
れ
が
実
際
に
儀
礼
的
に
演
唱
さ
れ
る

場
と
の
関
係
と
い
う
問
題
を
提
起
す
る
。『
目
連
三
世
宝
巻
』

を
も
含
め
て
目
連
物
の
宝
巻
は
「
目
連
の
」
物
語
で
あ
っ
て
、

こ
れ
ら
の
物
語
の
中
で
地
蔵
は
、
目
連
と
同
体
と
さ
れ
る
か
否

か
に
関
わ
ら
ず
、
せ
い
ぜ
い
脇
役
程
度
の
役
割
し
か
演
じ
な
い
。

し
か
し
、
村
落
共
同
体
に
お
け
る
儀
礼
・
祭
礼
と
い
う
場
に
置

い
て
み
る
な
ら
ば
、
光
景
は
大
き
く
転
換
す
る
。
沙
井
村
に

あ
っ
て
も
、
村
民
が
儀
礼
・
祭
礼
で
の
祭
祀
の
対
象
と
す
る
神

格
は
あ
く
ま
で
「
地
蔵
」
で
あ
っ
て
「
目
連
」
で
は
な
い
。
村

内
に
は
観
音
寺
な
る
大
き
な
廟
と
五
道
廟（
地
蔵
廟
、地
蔵
王
廟

と
も
い
う
）
な
る
小
さ
な
廟
と
が
あ
っ
て
、
人
が
死
ん
だ
時
に

は
後
者
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
が
（『
調
査
』
�

九
○
・
一
四
三
・
二
一
一
・
三
一
五
頁
）、
そ
れ
は
地
蔵
が
冥

界
の
統
轄
者＝

幽
冥
教
主
だ
か
ら
で
あ
る
。
五
道
廟
は
規
模
と

し
て
は
観
音
寺
に
比
べ
る
べ
く
も
な
い
が
、
そ
こ
に
は
九
名
の

神
々
が
祀
ら
れ
―
―
そ
れ
ゆ
え
「
九
聖
祠
」
と
も
呼
ば
れ

る
―
―
、
そ
の
中
心
の
位
置
を
占
め
る
の
が
地
蔵
菩
薩
に
他
な

ら
な
い
（
同
二
一
一
頁
）。
楊
澤
が
、
菩
薩
の
中
で
「
一
番
え

ら
い
」
の
は
観
音
で
、
地
蔵
は
「
文
殊
・
普
賢
」
と
並
ん
で
「
そ

の
次
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
の
は
（
同
二
七
八
頁
）、
中
国

パ
ン
テ
オ
ン

ハ
イ
ア
ラ
ー
キ
ー

的
万
神
殿
に
お
け
る
神
々
の
序

列
に
つ
い
て
の
村
民
の
意
識

を
示
す
も
の
と
し
て
興
味
深
い
。『
目
連
三
世
宝
巻
』
に
も
観

音
菩
薩
が
登
場
し
て
重
要
な
役
割
を
果
し
た
よ
う
に
（
�
‐
２
、

�
‐
４
・
９
・
１１
）、
観
音
は
様
々
な
状
況
に
姿
を
変
え
て
現

わ
れ
て
人
々
を
救
済
す
る
点
で
、
他
の
神
々
と
は
別
格
に
位
置

づ
け
ら
れ
る
。
他
方
、
地
蔵
に
は
、
観
音
ほ
ど
多
方
面
に
及
ぶ

あ
ら
た
か
な
霊
験
を
期
待
で
き
る
訳
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
冥

界
と
の
関
係
を
良
好
に
保
つ
た
め
に
は
、
村�

民�

誰�

も�

が�

例�

外�

な�
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く�

依�

拠�

せ�

ざ�

る�

を�

得�

な�

い�

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
村
落
に

コ
レ
ク
テ
ィ
ヴ

集
合
的
に
共
有
さ
れ
て
い
る
必
要
性
に
応
え
る
」
目
的
か
ら
村

落
そ
れ
自
体
が
一
種
の
宗
教
組
織
と
し
て
機
能
し
て
い
る
場
合
、

そ
の
態
様
を
プ
ラ
セ
ン
ジ
ッ
ト＝

ド
ゥ
ア
ラ
は
「
帰
属
的

ascriptive
」
と
称
し
、
果
供
会
・
香
会
・
薬
王
会
・
龍
王
会

・
戯
会
・
燈
会
な
ど
の
「
自
発
的voluntary

」
な
宗
教
組
織

と
区
別
し
て
い
る

（
３０
）

。

【
伝
承
一
】
Ⓑ
は
、
そ
れ
が
地
蔵
‐
目
連
の
物
語
で
あ
る
限

り
、
た
と
え
そ
こ
に
如
何
に
黄
巣
故
事
の
比
重
が
増
そ
う
と
も
、

冥
界
と
の
連
続
の
表
象
を
完
全
に
払
拭
す
る
の
は
難
し
い
。
楊

潤
が
内
田
に
Ⓐ
を
最
初
に
語
っ
た
そ
の
段
階
で
は
、
あ
く
ま
で

そ
の
故
事
は
黄
巣
及
び
端
午
節
に
関
わ
る
物
語
で
あ
っ
て
、
地

蔵
‐
目
連
は
関
係
し
て
い
な
い
。
地
蔵
‐
目
連
と
の
関
連
性
が

消
失
し
た
時
に
初
め
て
、
そ
の
故
事
は
、
地
蔵
に
関
す
る
七
月

の
行
事
で
は
な
く
、
黄
巣
に
関
す
る
端
午
節
の
縁
起
譚
と
し
て

成
り
立
つ
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
【
伝
承
一
】
Ⓐ
で
完
結

し
た
形
態
こ
そ
が
、
黄
巣
故
事
の
純
粋
型
と
い
う
こ
と
が
出
来

る
（
３１
）

。【
伝
承
一
】
Ⓑ
の
黄
巣
故
事
が
【
伝
承
一
】
Ⓐ
の
よ
う
に

端
午
節
に
結
び
付
け
ら
れ
た
理
由
と
し
て
、
私
た
ち
は
第
二
節

で
は
黄
巣
と
鍾
馗
と
の
類
似
に
注
目
し
た
が
、
更
に
こ
こ
で
、

福
建
省
莆
田
・
仙
遊
両
県
で
採
録
さ
れ
た
目
連
戯
テ
キ
ス
ト
の

中
に
、
実
際
に
鍾
馗
が
登
場
す
る
例
が
あ
る
こ
と
を
例
証
と
し

よ
う
（
劉
禎
校
訂
『
莆
仙
戯
目
連
救
母
』
施
合
鄭
民
俗
文
化
基

金
会
（
一
九
九
四
年
）
一
三
五
‐
一
三
六
頁
）。
趙
景
深
が
指

摘
す
る
よ
う
に
、
目
連
救
母
に
鍾
馗
が
登
場
す
る
事
例
は
、
実

は
早
く
も
康
熙
年
間
の
『
勧
善
金
科
』
に
ま
で
遡
る

（
３２
）

。
鍾
馗
と

の
混
同
に
よ
っ
て
端
午
節
と
結
合
し
た
黄
巣
は
、
地
蔵
‐
目
連

と
の
関
連
を
消
失
し
て
い
っ
た
が
、「
駆
鬼
辟
邪
」
の
呪
力
は

依
然
と
し
て
維
持
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

五
、
お
わ
り
に

『
中
国
農
村
慣
行
調
査
』
の
記
録
を
巡
っ
て
、
そ
こ
に
村
落

共
同
体
の
実
在
を
読
み
取
ろ
う
と
し
た
平
野
義
太
郎
と
、
逆
に

村
落
共
同
体
の
不
在
・
欠
如
を
読
み
取
ろ
う
と
し
た
戒
能
通
孝

と
の
論
争
（
い
わ
ゆ
る
平
野
‐
戒
能
論
争
）
に
つ
い
て
、
旗
田

巍
が
後
者
を
基
本
的
に
妥
当
と
す
る
判
断
を
示
し
た
こ
と
は
よ

く
知
ら
れ
て
い
る

（
３３
）

。
以
後
の
研
究
は
概
ね
、
旗
田
の
見
解
を
追

認
す
る
方
向
で
展
開
し
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
、
平
野

説
は
「
大
東
亜
共
栄
体
」
の
迷
妄
を
華
北
農
村
研
究
に
持
ち
込

ん
だ
に
過
ぎ
な
い
と
し
て
、
完
全
に
否
定
し
去
る
だ
け
で
よ
い

の
で
あ
ろ
う
か
。
例
え
ば
小
口
彦
太
は
、
平
野
‐
戒
能
論
争
に

関
す
る
旗
田
の
評
価
を
受
け
入
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ

の
論
考
の
最
後
の
局
面
に
至
っ
て
、「
平
野
氏
的
な
視
角
か
ら
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す
る
村
落
構
成
員
の
規
範
意
識
分
析
が
全
く
無
意
味
な
も
の
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
」
と
議
論
を
反
転
さ
せ
、

戒
能
説
に
は
無
い
平
野
説
の
独
自
の
意
義
を
、「
華
北
農
民
の

民
間
信
仰
的
、
つ
ま
り
呪
術
倫
理
的
規
範
意
識
」
の
抽
出
を
試

み
た
点
に
見
出
し
た
の
で
あ
っ
た

（
３４
）

。『
中
国
農
村
慣
行
調
査
』

に
記
録
さ
れ
た
断
片
的
な
伝
承
の
微
視
的
な
考
察
を
行
っ
て
き

た
本
論
が
最
後
に
強
調
し
た
い
の
は
、
戒
能
‐
旗
田
説
の
批
判

的
再
検
討
と
平
野
説
の
再
評
価
―
―
そ
れ
が
平
野
の
「
大
ア
ジ

ア
主
義
」
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
復
活
・
再
評
価
を
意
味
し
な
い
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
―
―
の
必
要
性
で
あ
る
。
旗
田
は
戒
能

と
平
野
と
の
学
説
の
類
型
的
対
比
に
照
準
し
た
た
め
、
華
北
農

村
の
特
異
性
に
注
目
し
た
戒
能
説
に
平
野
が
一
定
の
高
い
評
価

を
与
え
て
い
た
点
を
殆
ど
無
視
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
一
面
的

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
華
北
農
村
に
お
い
て
「
聚
落
を
団
結

せ
し
め
る
固
有
の
公
共
事
業
が
尠
く
、
そ
の
積
極
的
な
団
結
力

亦
乏
し
い
」
こ
と
、「
お
し
な
べ
て
い
へ
ば
、
生
産
の
共
同
に

よ
つ
て
村
落
ま
た
は
村
落
聯
合
を
組
織
的
に
緊
密
化
す
る
結
合

力
は
弱
い
」
こ
と
を
指
摘
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
戒
能
の
所
説

を
「
北
支
の
村
を
日
本
の
村
と
鋭
く
対
比
し
て
ゐ
る
点
に
お
い

て
有
益
な
論
究
」
と
評
し
た
の
は
他
な
ら
ぬ
平
野
そ
の
人
で

あ
っ
た
。
華
北
農
村
の
斯
か
る
特
徴
を
認
め
た
う
え
で
、
し
か

も
平
野
は
、「
そ
の
こ
と
は
、
直
ち
に
北
支
の
農
村
、
況
や
一

般
に
い
つ
て
支
那
の
村
は
「
生
活
協
同
体
」
で
な
い
と
か
、
さ

ら
に
「
支
那
に
は
村
意
識
が
な
い
」
こ
と
を
論
結
す
る
も
の
で

は
な
く
、
た
だ
日
本
の
村
と
型
を
異
に
す
る
こ
と
を
示
し
て
ゐ

る
」、「
聚
落
が
そ
れ
自
身
に
生
活
秩
序
の
中
心
と
組
織
を
も
つ

か
ら
に
は
、
生
活
協
同
態
た
る
こ
と
を
失
は
ぬ
」（
平
野
「
支

那
社
会
の
基
底
と
し
て
の
郷
党
及
び
そ
の
自
治
」『
大
ア
ジ
ア

主
義
の
歴
史
的
基
礎
』
河
出
書
房
（
一
九
四
五
年
）
一
四
九

頁
）
と
し
て
、
そ
の
「
生
活
協
同
態
」
の
実
態
解
明
へ
と
踏
み

込
ん
で
い
っ
た
。
大
東
亜
共
栄
圏
の
幻
想
と
共
産
中
国
へ
の
幻

想
と
が
共�

に�

潰
え
去
っ
た
現
在
の
眼
か
ら
見
て
、
華
北
農
村
を

村
落
共
同
体
の
不
在
・
欠
如
と
す
る
に
留
ま
り
農
民
た
ち
の
意

識
形
態
に
ま
で
踏
み
込
も
う
と
し
な
い
戒
能
‐
旗
田
説
が
、
そ

の
「
生
活
協
同
態
」
に
お
け
る
「
民
間
信
仰
的
、
呪
術
倫
理

的
」
な
意
識
形
態
を
抽
出
し
よ
う
と
し
た
平
野
説
よ
り
も
深
く

正
確
に
華
北
農
民
た
ち
の
生
活
実
態
を
捉
え
て
い
る
と
果
し
て

言
え
る
だ
ろ
う
か
。

マ
マ

「
個
人
同
志
の
喧
嘩
の
場
合
で
も
「
仲
裁
者
」
が
一
方
の
相

手
に
罰
と
し
て
、
芝
居
を
催
す
金
を
負
担
せ
し
め
て
和
解
さ
せ

る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
お
か
げ
で
全
村
が
相
伴
で
き
る
の
で
あ

る
。
支
那
人
の
誰
知
ら
ぬ
も
の
の
な
い
性
癖
を
考
ふ
る
と
、
か

く
の
如
き
紛
争
調
停
方
法
が
一
般
に
行
は
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
不

思
議
で
は
な
い
の
で
あ
る
…
…
」、「
支
那
の
村
落
の
演
劇
の
最
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も
興
味
あ
る
場
面
は
、
全
体
と
し
て
の
住
民
の
醸
し
出
す
雰
囲

気
で
あ
る
」。
こ
れ
ら
は
、
自
身
が
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
活
動

を
実
践
し
た
華
北（
山
東
省
）の
村
落
の
観
察
に
基
く
ア
ー
サ
ー

＝

ス
ミ
ス
の
記
述
で
あ
る
（A

rthur
H

.
Sm

ith,
V

illage
Life

in
C

hina.
V

illage
T

heatre.p.54.

仙
波
泰
雄
・
塩
谷
安
夫

訳
『
支
那
の
村
落
生
活
』
生
活
社
（
一
九
四
一
年
）
六
三
・
六

五
頁
）。
平
野
義
太
郎
は
こ
れ
ら
を
引
用
し
つ
つ
、
演
劇
の
費

用
に
制
裁
金
を
充
当
す
る
慣
行
に
つ
い
て
、「
こ
れ
は
…
…
秩

序
が
攪
さ
れ
た
場
合
に
そ
の
秩
序
を
回
復
せ
ん
と
す
る
と
き
、

通
常
採
ら
れ
る
社
会
的
団
結
作
用
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
郷
村
の

自
治
規
範
も
同
業
公
会
の
自
治
條
規
も
、
習
俗
規
範
も
と
も
に

働
き
更
に
宗
教
意
識
も
互
ひ
に
補
足
し
合
ひ
な
が
ら
作
用
し

…
…
違�

反�

者�

の�

処�

罰�

も�

廟�

の�

神�

意�

を�

満�

足�

せ�

し�

め�

た�

限�

り�

、

…
…
社�

会�

の�

内�

部�

秩�

序�

が�

取�

り�

戻�

さ�

れ�

る�

の�

で�

あ�

る�

」（
平
野

前
掲
書
二
○
五
頁
。
傍
点
原
著
者
）
と
い
う
。
平
野
の
「
大
ア

ジ
ア
主
義
」
的
偏
向
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
こ
に
描
か
れ
た
村
落

の
姿
は
真
実
で
あ
る
。

註（
１
）
『
中
国
農
村
慣
行
調
査
』
は
一
九
八
一
年
に
再
刊
さ
れ
た
。
本
論

は
そ
の
再
刊
本
に
拠
る
。
引
用
の
際
に
は
書
名
を
『
調
査
』
と
略
記

し
、
例
え
ば
そ
の
第
一
巻
一
頁
を
「『
調
査
』
�
一
頁
」
と
表
記
す

る
。
な
お
、
本
論
で
は
、
引
用
文
中
の
傍
点
は
断
ら
ぬ
限
り
引
用
者

の
も
の
、〔

〕
は
引
用
者
の
補
足
、
…
…
は
断
ら
ぬ
限
り
引
用
者

に
よ
る
省
略
を
示
す
。
中
国
語
の
原
文
は
、
漢
字
を
日
本
で
通
行
の

字
体
に
変
更
し
、
標
点
符
号
も
一
部
変
更
し
て
引
用
す
る
。

（
２
）

こ
の
調
査
の
問
題
点
が
、
調
査
を
担
当
し
た
研
究
者
に
も
意
識
さ

れ
て
い
た
こ
と
は
、「
慣
行
調
査
に
関
す
る
座
談
会
」（『
調
査
』
�

四
五
四
‐
五
四
○
頁
）
の
随
所
に
窺
わ
れ
る
。
内
田
智
雄
「
古
島
敏

雄
氏
の
「
中
国
農
村
慣
行
調
査
第
一
巻
を
読
ん
で
」
に
答
え
て
」『
同

志
社
法
学
』
三
三
（
一
九
五
六
年
）
は
、
批
判
に
対
す
る
調
査
者
の

応
答
例
で
あ
る
。
こ
の
調
査
の
意
義
と
限
界
を
主
た
る
論
点
と
す
る

論
考
と
し
て
は
、
中
生
勝
美
「『
中
国
農
村
慣
行
調
査
』
の
限
界
と

有
効
性
―
―
山
東
省
歴
城
県
冷
水
溝
荘
再
調
査
を
通
し
て
」『
ア
ジ

ア
経
済
』
二
八
‐
六
（
一
九
八
七
年
）、
内
山
雅
生
「
中
国
史
研
究

に
お
け
る
実
態
調
査
と
地
域
研
究
」
神
田
信
夫
先
生
古
稀
記
念
論
集

『
清
朝
と
東
ア
ジ
ア
』
山
川
出
版
社
（
一
九
九
二
年
）〔
再
録：

『
日

本
の
中
国
農
村
調
査
と
伝
統
社
会
』
御
茶
の
水
書
房
（
二
○
○
九

年
）〕、
同
「『
中
国
農
村
慣
行
調
査
』
と
中
国
農
民
」
岩
波
講
座
『
近

代
日
本
と
植
民
地
』
四
『
統
合
と
支
配
の
論
理
』
岩
波
書
店
（
一
九

九
三
年
）〔
再
録：

『
現
代
中
国
農
村
に
お
け
る
社
会
構
造
と
農
民
』

御
茶
の
水
書
房
（
二
○
○
三
年
）〕
を
挙
げ
る
に
留
め
る
。

（
３
）
「
慣
行
調
査
に
関
す
る
座
談
会
」
で
は
、
内
田
智
雄
の
調
査
方
法

を
巡
っ
て
、
旗
田
巍
が
「
内
田
さ
ん
は
、
支
那
学
と
い
う
立
場
だ
っ

た
。
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
と
い
う
よ
う
な
言
葉
を
よ
く
使
い
ま
し
た

が
、
そ
う
す
る
と
中�

国�

の�

社�

会�

の�

階�

級�

対�

立�

の�

問�

題�

が�

忘�

れ�

ら�

れ�

が�
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ち�

で�

す�

。
そ
う
い
う
も
の
に
は
で
き
る
だ
け
眼
を
つ
ぶ
っ
て
お
り
ま

し
た
ね
」（『
調
査
』
�
四
六
四
頁
）
と
批
判
し
、
幼
方
直
吉
も
内
田

の
研
究
を
「
シ
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
」
る
「〔
慣
行
調
査
の
〕
趣�

味�

的�

な�

利
用
方
法
」（
同
四
八
三
頁
）
と
酷
評
す
る
。
こ
の
よ
う
な
批
判
は

建
設
的
と
は
言
え
な
い
。
幼
方
が
内
田
の
ど
の
研
究
を
指
し
て
「
趣

味
的
」
と
評
し
た
の
か
は
不
明
だ
が
、
例
え
ば
内
田
「
冥
婚
攷
」『
支

那
学
』
一
○
‐
四
（
一
九
四
四
年
）〔
再
録：

『
中
国
農
村
の
家
族
と

信
仰
』
弘
文
堂
（
一
九
七
〇
年
）〕
を
「
趣
味
的
」
の
一
語
で
片
づ

け
ら
れ
な
い
こ
と
は
、
同
論
文
が
東
ア
ジ
ア
地
域
に
広
範
に
見
ら
れ

る
「
死
霊
結
婚ghost

m
arriage

」
の
習
俗
に
関
す
る
貴
重
な
研
究

成
果
と
し
て
今
日
ま
で
読
み
継
が
れ
て
き
て
い
る
こ
と
（
幼
方
の
諸

「
論
文
」
と
は
対
照
的
に
！
）
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

（
４
）

三
谷
孝
編
『
中
国
農
村
変
革
と
家
族
・
村
落
・
国
家
―
―
華
北
農

村
調
査
の
記
録
（
第
一
巻
）』
汲
古
書
院
（
一
九
九
九
年
）
五
七
一

・
五
九
六
・
八
二
七
頁
な
ど
。

（
５
）
「
現
世
来
世
の
幸
福
を
祈
る
た
め
に
年
５
回
…
…
村
民
は
廟
に
集

ま
り
、
祭
神
に
供
物
を
さ
さ
げ
焼
香
叩
頭
し
、
そ
れ
が
終
っ
て
か
ら
廟

の
庭
で
会
食
す
る
」、
こ
れ
を
「
辦
五
会
」
と
い
う
。
旗
田
巍
「
廟
の

祭
礼
を
中
心
と
す
る
華
北
村
落
の
会
―
―
河
北
省
順
義
県
沙
井
村
の

辦
五
会
」『
旧
中
国
農
村
再
考
―
―
変
革
の
起
点
を
問
う
』
ア
ジ
ア

経
済
研
究
所
（
一
九
八
六
年
）
一
一
三
頁
。

（
６
）

口
頭
伝
承
の
採
録
に
当
っ
て
話
者
の
方
言
を
ど
の
程
度
ま
で
保
存

す
る
か
は
悩
ま
し
い
問
題
で
あ
る
。『
中
国
民
間
故
事
集
成
』
で
は

標
準
語
へ
の
「
翻
訳
」
が
か
な
り
徹
底
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ

に
は
異
論
の
余
地
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
方
言
そ
の
ま
ま
で
は

読
み
難
い
ば
か
り
で
な
く
、
そ
も
そ
も
文
字
化
が
困
難
な
こ
と
も
予

想
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
す
れ
ば
、
や
む
を
得
な
い
措
置
と
い
う
べ
き

で
あ
ろ
う
。
ま
た
、『
中
国
民
間
故
事
集
成
』
は
収
集
し
た
資
料
全
て

を
掲
載
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
そ
れ
に
基
い
て
故
事
の
分

布
の
濃
度
や
範
囲
を
定
量
的
に
観
察
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
特

定
の
故
事
が
中
国
各
地
に
広
範
に
分
布
し
て
い
る
実
態
を
確
認
す
る

に
は
充
分
で
あ
る
。

（
７
）

澤
田
瑞
穂
『
地
獄
変
―
―
中
国
の
冥
界
説
』
法
蔵
館
（
一
九
六
八

年
）
一
三
一
頁
。
宝
巻
に
つ
い
て
の
全
般
的
な
解
説
は
、
同
「
宝
巻

序
説
」『
増
補
宝
巻
の
研
究
』
国
書
刊
行
会
（
一
九
七
五
年
）〔
原

刊：

采
華
書
林
（
一
九
六
三
年
）〕
に
譲
る
。
引
用
文
中
で
澤
田
が

紹
介
す
る
林
蘭
編
『
朱
元
璋
故
事
』
北
新
書
局
（
一
九
二
九
年
）
に

は
、「
黄
巣
的
故
事
」
と
「
従
目
蓮
到
黄
巣
」
が
含
ま
れ
、
そ
の
い

ず
れ
に
も
Ⓑ
‐（
１
）（
３
）（
４
）（
５
）や
【
伝
承
二
】
と
共
通
す
る
逸

話
が
語
ら
れ
て
い
る
。

（
８
）

五
祖
弘
忍
の
転
生
譚
に
つ
い
て
は
、
永
井
政
之
「
五
祖
弘
忍
信

仰
―
―
栽
松
道
者
の
話
の
成
立
と
展
開
」『
中
国
禅
宗
教
団
と
民

衆
』
内
山
書
店
（
二
○
○
○
年
）〔
原
載：

『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
論

集
』
二
三
（
一
九
九
二
年
）〕
一
○
五
‐
一
二
○
頁
。
宝
巻
の
生
成

と
禅
宗
教
団
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
前
川
「
禅
宗
史
の
終
焉
と

宝
巻
の
生
成
―
―
『
銷
釈
金
剛
科
儀
』
と
『
香
山
宝
巻
』
を
中
心

に
」『
東
洋
文
化
（
東
京
大
学
）』
八
三
（
二
○
○
三
年
）、
同
「「
看

話
」
の
ゆ
く
え
―
―
大
慧
か
ら
顔
丙
へ
」『
人
文
科
学
年
報
（
専
修
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大
学
）』
三
七
（
二
○
○
七
年
）。

（
９
）
『
目
連
三
世
宝
巻
』
以
外
で
は
『
幽
冥
宝
伝
』
が
そ
の
末
尾
で
目

連
と
黄
巣
の
因
縁
に
ご
く
僅
か
に
触
れ
る
の
み
で
あ
る
。
趙
景
深
は
、

『
目
連
三
世
宝
巻
』
を
継
承
し
目
連
の
「
三
世
に
亘
る
伝
説
」
を
演

唱
す
る
『
目
蓮
救
母
三
世
得
道
』
な
る
唱
本
に
言
及
す
る
。
趙
「
目

連
救
母
的
演
変
」『
読
曲
小
記
』
中
華
書
局
（
一
九
五
九
年
）
八
九

‐
九
○
頁
。
し
か
し
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
の
実
態
に
つ
い
て
は
不
明
の

ま
ま
で
あ
る
。

（
１０
）
『
目
連
三
世
宝
巻
』
の
粗
筋
は
、
澤
田
瑞
穂
前
掲
『
地
獄
変
』
一

三
○
‐
一
三
一
頁
、
同
「
宝
巻
提
要
」
前
掲
『
増
補
宝
巻
の
研
究
』

一
二
三
‐
一
二
五
頁
。

（
１１
）

ミ
シ
ェ
ル＝

ス
ワ
ミ
エ
「
血
盆
経
の
資
料
的
研
究
」『
道
教
研

究
』
一
（
一
九
六
五
年
）
一
二
七
‐
一
三
七
頁
。『
血
盆
経
』
に
関

し
て
は
他
に
、
前
川
「
中
国
に
お
け
る
『
血
盆
経
』
類
の
諸
相
―
―

中
国
・
日
本
に
お
け
る
『
血
盆
経
』
信
仰
に
関
す
る
比
較
研
究
の
た

め
に
」『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
（
東
京
大
学
）』
一
四
二
（
二
○
○

三
年
）。

（
１２
）

一
般
に
血
湖
池
は
女
性
専
用
の
地
獄
と
さ
れ
る
場
合
が
殆
ど
で

あ
っ
て
、
男
性
を
も
そ
こ
に
含
め
る
宝
巻
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は『
目

連
三
世
宝
巻
』
の
他
に
は
『
衆
喜
粗
言
宝
巻
』
が
知
ら
れ
る
の
み
で

あ
る
が
、
葉
明
生
が
紹
介
す
る
福
建
省
西
南
部
に
お
け
る
「
目
連
沙

灯
道
場
」
の
テ
キ
ス
ト
『
地
獄
冊
』
で
は
、
や
は
り
男
性
を
血
湖
池

へ
の
堕
地
獄
者
に
含
め
て
い
る
。
葉
「
道
教
目
連
戯
之
戯
劇
形
態
及

其
戯
史
価
値
―
―
福
建
漳
平
道
壇
演
出
本
《
地
獄
冊
》
考
述
」『
中

華
戯
曲
』
二
一
（
一
九
九
八
年
）
三
一
一
頁
。
ま
た
、
前
川
前
掲
「
中

国
に
お
け
る
『
血
盆
経
』
類
の
諸
相
」
二
四
‐
二
五
頁
。

（
１３
）

佐
藤
仁
史
・
太
田
出
ら
の
グ
ル
ー
プ
が
二
○
○
○
年
代
に
浙
江
省

で
実
施
し
た
聴
取
調
査
の
中
で
、
複
数
の
宣
巻
人
が
、
葬
儀
の
席
で

は
宣
巻
し
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
佐
藤
・
太
田
他
編
『
中
国
農
村
の

民
間
藝
能
―
―
太
湖
流
域
社
会
史
口
述
記
録
集
２
』
汲
古
書
院
（
二

○
一
一
年
）
一
四
八
・
二
六
○
頁
。
し
か
し
佐
藤
仁
史
は
、
二
○
○

四
年
の
調
査
に
お
い
て
、
葬
儀
で
の
宣
巻
を
実
見
し
た
と
い
う
。
佐

藤
「
一
宣
巻
藝
人
の
活
動
か
ら
み
る
太
湖
流
域
農
民
と
民
間
信

仰
―
―
上
演
記
録
に
基
づ
く
分
析
」『
太
湖
流
域
社
会
の
歴
史
学
的

研
究
』
汲
古
書
院
（
二
○
○
七
年
）
二
七
六
頁
注
（
四
五
）。
歴
史

的
に
は
、
遅
く
と
も
明
代
中
期
の
葬
儀
で
宣
巻
が
行
わ
れ
て
い
た
こ

と
は
確
実
で
あ
り
（
前
川
前
掲
「「
看
話
」
の
ゆ
く
え
」
一
二
三
‐

一
二
四
頁
）、
南
宋
末
に
成
立
し
た
宝
巻
『
銷
釈
金
剛
科
儀
』
は
死

者
を
追
悼
す
る
儀
礼
で
の
演
唱
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
（
前

川
前
掲
「
禅
宗
史
の
終
焉
と
宝
巻
の
生
成
」
二
四
○
‐
二
四
一
頁
）。

葬
儀
で
し
ば
し
ば
歌
唱
さ
れ
る
「
十
月
懐
胎
」「
十
恩
徳
」
な
ど
の

歌
曲
が
目
連
物
の
宝
巻
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
注
目
す
べ
き

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
歌
曲
に
つ
い
て
は
、
澤
田
瑞
穂
「
十
恩
徳
と
十

報
恩
」『
仏
教
と
中
国
文
学
』
国
書
刊
行
会
（
一
九
七
五
年
）〔
原

載：

『
中
文
研
究
（
天
理
大
学
）』
四
（
一
九
六
四
年
）〕、
前
川
「
彼

ら
の
死
を
生
き
、
彼
ら
の
生
を
死
ぬ
―
―
中
国
現
代
葬
送
歌
考
」『
駒

澤
大
学
外
国
語
部
論
集
』
五
七
（
二
○
○
二
年
）
一
九
八
‐
一
九
九

頁
。
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（
１４
）
「
孝
の
対
象
と
し
て
の
母
の
位
置
を
極
限
ま
で
際
立
た
せ
た
の
が
、

宝
巻
に
お
け
る
目
連
故
事
だ
っ
た
の
で
あ
る
」。
前
川
「
身
体
感
覚

と
し
て
の
孝
―
―
二
十
四
孝
と
宝
巻
に
み
る
孝
の
実
践
形
態
」『
東

ア
ジ
ア
社
会
に
お
け
る
儒
教
の
変
容
』
専
修
大
学
出
版
局
（
二
○
○

七
年
）
一
七
八
頁
。
こ
こ
に
い
う
「
孝
」
は
中
国
宗
教
の
「
原
質
」

と
も
い
う
べ
き
も
の
（
筆
者
が
デ
‐
ホ
ロ
ー
ト
に
従
っ
て
か
つ
て
用

い
た
語
で
い
え
ば
「
宇
宙
神
教U

niversism
us

」
に
属
す
る
も
の
）

で
あ
る
。
前
川
「
中
国
宗
教
の
原
質
と
し
て
の
「
宇
宙
神
教
」
―
―

中
国
宗
教
の
全
体
構
造
に
関
す
る
モ
デ
ル
」『
東
洋
文
化
研
究
所
紀

要
（
東
京
大
学
）』
一
三
六
（
一
九
九
八
年
）
一
二
九
‐
一
三
二
頁
。

ま
た
、
宇
野
瑞
木
『
孝
の
風
景
―
説
話
表
象
文
化
論
序
説
』
勉
誠
出

版
（
二
〇
一
六
年
）
は
、
文
学
、
思
想
・
宗
教
、
美
術
（
図
像
）
な

ど
多
く
の
研
究
分
野
を
横
断
し
て
、
し
か
も
長
い
時
間
枠
で
、
日
・

中
の
「
孝
」
を
把
握
し
よ
う
と
し
た
注
目
す
べ
き
試
み
で
あ
る
。

（
１５
）

小
南
一
郎
「
中
国
近
世
に
お
け
る
目
連
伝
承
の
展
開
」『
中
国
宗

教
文
献
研
究
』
臨
川
書
店
（
二
○
○
七
年
）
三
七
○
‐
三
七
四
頁
。

本
論
が
「
目
連
物
」
と
呼
称
す
る
一
群
の
宝
巻
を
、
小
南
は
「
目
連

宝
巻
」
と
呼
称
す
る
。
本
論
が
こ
の
呼
称
を
採
用
し
な
い
理
由
に
つ

い
て
は
、
後
注
（
１８
）
参
照
。

（
１６
）

田
仲
一
成
『
中
国
鎮
魂
演
劇
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
（
二
○
一

六
年
）
七
頁
。「
孤
魂
」
は
単
に
「
鬼
」
と
も
呼
ば
れ
る
他
、「
餓

鬼
」「
野
鬼
」「
好
兄
弟
」「
有
応
公
」
な
ど
様
々
な
語
で
も
呼
ば
れ

る
。
そ
の
多
様
な
実
態
に
つ
い
て
は
、
渡
邊
欣
雄
「
鬼
魂
再
考
―
―

民
俗
宗
教
理
解
の
た
め
の
試
論
」『
漢
民
族
の
宗
教
―
―
社
会
人
類

学
的
研
究
』
第
一
書
房
（
一
九
九
一
年
）。

（
１７
）

小
南
一
郎
前
掲
論
文
三
七
一
頁
。

（
１８
）

田
仲
一
成
前
掲
書
一
一
三
‐
一
三
一
頁
。
田
仲
は
『
目
連
救
母
出

離
地
獄
昇
天
宝
巻
』
を
『
目
連
宝
巻
』
と
略
称
す
る
が
、
本
論
で
は

こ
の
略
称
を
用
い
な
い
。『
目
連
三
世
宝
巻
』
の
刊
本
の
板
心
が
「
目

連
宝
巻
」
と
表
記
し
、
澤
田
瑞
穂
前
掲
「
宝
巻
提
要
」
が
『
目
連
三

世
宝
巻
』
を
「
目
連
宝
巻
」
の
項
で
解
説
す
る
こ
と
、
他
方
で
、
小

南
一
郎
前
掲
論
文
が
目
連
物
の
宝
巻
の
総
称
と
し
て
「
目
連
宝
巻
」

を
使
用
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
用
語
の
錯
綜
を
回
避
し
た
い
か
ら

で
あ
る
。

（
１９
）
『
中
国
祭
祀
演
劇
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
（
一
九
八
一
年
）、『
中

国
の
宗
族
と
演
劇
―
―
華
南
宗
族
社
会
に
お
け
る
祭
祀
組
織
・
儀
礼

お
よ
び
演
劇
の
相
関
関
係
』
東
京
大
学
出
版
会
（
一
九
八
五
年
）、『
中

国
郷
村
祭
祀
研
究
―
―
地
方
劇
の
環
境
』
東
京
大
学
出
版
会
（
一
九

八
九
年
）、『
中
国
巫
系
演
劇
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
（
一
九
九
三

年
）
と
い
う
、
い
ず
れ
劣
ら
ぬ
大
著
で
、
田
仲
一
成
は
一
貫
し
て
次

の
よ
う
な
「
理
論
的
枠
組
」
に
依
拠
し
て
い
る
と
金
文
京
は
指
摘
す

る
。「
…
…
市
場
地
と
い
う
典
型
的
な
地
縁
社
会
に
お
い
て
発
生
し

た
藝
能
・
演
劇
は
、
地
縁
社
会
か
ら
発
生
し
た
文
化
が
、
血
縁
社
会

の
権
力
支
配
に
よ
っ
て
不
断
に
は
ぎ
と
ら
れ
て
い
く
と
い
う
中
国
社

会
特
有
の
現
象
に
よ
っ
て
、
各
レ
ヴ
ェ
ル
の
地
縁
的
共
同
体
に
浸
透

し
て
い
く
と
共
に
、
そ
れ
ら
地
縁
的
共
同
体
と
重
な
り
つ
つ
そ
れ
を

支
配
す
る
血
縁
的
宗
族
社
会
の
中
に
取
り
こ
ま
れ
、
し
か
も
後
者
が

前
者
を
抑
圧
す
る
と
い
う
構
造
が
生
じ
る
の
で
あ
る
」。
金
「
書
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評：

田
仲
一
成
『
中
国
巫
系
演
劇
研
究
』」『
中
国
文
学
報
』
五
三
（
一

九
九
六
年
）
一
四
四
‐
一
四
五
頁
。『
中
国
鎮
魂
演
劇
研
究
』
に
も

こ
の
「
枠
組
」
が
貫
徹
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
と
小
南
説
と
の

整
合
は
困
難
で
あ
る
。

（
２０
）

田
仲
一
成
「
中
国
の
葬
送
追
薦
儀
礼
と
演
劇
の
関
係
―
―
超
度
功

徳
の
演
劇
的
構
造
と
そ
の
展
開
」『
学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所

調
査
研
究
報
告
』
三
一
『
ア
ジ
ア
宗
教
儀
礼
の
比
較
研
究
』（
一
九

九
○
年
）
二
二
‐
二
三
頁
。
超
度
儀
礼
の
中
の
「
目
連
科
儀
」
と
「
目

連
戯
」
と
の
具
体
的
な
差
異
に
つ
い
て
は
同
論
文
二
四
‐
二
五
頁
。

超
度
と
目
連
戯
と
の
関
係
全
般
に
つ
い
て
は
、
同
「
超
度
―
―
目
連

戯
以
及
祭
祀
戯
劇
的
産
生
」『
戯
曲
研
究
』
三
七
（
一
九
九
一
年
）

一
三
八
‐
一
四
七
頁
。

（
２１
）

家
族
‐
宗
族
（
リ
ニ
ー
ジ
）
‐
村
落
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
モ
ー

リ
ス＝

フ
リ
ー
ド
マ
ン
（
田
村
克
己
・
瀬
川
昌
久
訳
）『
中
国
の
宗

族
と
社
会
』
弘
文
堂
（
一
九
八
七
年
）〔
原
著：

M
aurice

Freedm
an,

C
hinese

Lineage
and

Society
:Fukien

and
K

w
angtung.1966

〕

第
一
章
「
村
落
、
リ
ニ
ー
ジ
、
ク
ラ
ン
」、
第
二
章
「
家
族
」
参
照
。

中
国
の
伝
統
的
な
農
村
社
会
に
お
け
る
宗
族
の
重
要
性
、
村
落
に
お

け
る
血
縁
的
結
合
と
地
縁
的
結
合
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、
夙
に

平
野
義
太
郎
「
支
那
社
会
の
基
底
と
し
て
の
郷
党
及
び
そ
の
自
治
」

『
大
ア
ジ
ア
主
義
の
歴
史
的
基
礎
』
河
出
書
房
（
一
九
四
五
年
）
一

八
六
‐
一
九
七
頁
な
ど
で
注
目
さ
れ
、
戦
後
に
も
多
方
面
か
ら
の
研

究
の
蓄
積
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
ご
く
一
面
に
言
及
し
た
に
留

ま
る
。

（
２２
）

田
仲
一
成
前
掲
『
中
国
鎮
魂
演
劇
研
究
』
七
八
頁
。
田
仲
の
こ
の

大
著
の
記
述
も
そ
の
大
半
が
南
方
中
国
の
事
例
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。

「
北
方
中
国
に
お
い
て
も
、
孤
魂
祭
祀
は
、
広
く
存
在
し
た
」
と
は

さ
れ
る
も
の
の
、「
祭
祀
に
伴
っ
て
演
劇
が
行
わ
れ
た
」
こ
と
の
例

証
と
し
て
は
、
内
蒙
古
に
お
け
る
現
地
調
査
に
基
い
て
、
山
西
出
身

の
移
民
が
作
っ
た
平
安
社
な
る
祭
祀
組
織
を
紹
介
し
た
今
堀
誠
二

『
中
国
封
建
社
会
の
機
構
―
―
帰
綏
（
呼
和
浩
特
）
に
お
け
る
社
会

集
団
の
実
態
調
査
』
日
本
学
術
振
興
会
（
一
九
五
五
年
）
七
四
一
‐

七
四
二
頁
を
引
照
す
る
に
留
め
ら
れ
て
い
る
（
田
仲
同
書
八
一
‐
八

二
頁
注
（
８
））。

（
２３
）

内
田
智
雄
「
華
北
農
村
家
族
に
於
け
る
祖
先
祭
祀
の
意
義
」『
同

志
社
法
学
』
六
（
一
九
五
○
年
）
二
九
八
頁
。
内
田
が
こ
こ
で
い
う

「
同
族
」
は
「
宗
族
」
と
同
義
と
み
て
よ
い
。

（
２４
）
『
中
国
農
村
慣
行
調
査
』
の
調
査
地
の
廟
会
に
お
け
る
演
劇
の
上

演
・
奉
納
に
つ
い
て
は
、
一
九
九
○
年
代
の
再
調
査
で
も
確
認
さ
れ

て
い
る
。
例
え
ば
、
寺
北
柴
村
に
関
し
て
、
三
谷
孝
編
前
掲
書
一
○

八
・
一
一
八
・
一
五
○
・
二
一
二
・
二
七
二
・
二
七
七
・
三
○
八
・

五
○
七
頁
参
照
。
同
書
で
は
、
廟
会
に
関
す
る
記
録
が
寺
北
柴
村
に

つ
い
て
多
く
、
沙
井
村
に
つ
い
て
少
な
い
が
、
こ
れ
が
地
域
差
の
反

映
な
の
か
ど
う
か
は
判
断
が
難
し
い
。

（
２５
）

佐
伯
富
「
近
世
中
国
に
お
け
る
観
音
信
仰
」
塚
本
博
士
頌
寿
記
念

『
仏
教
史
学
論
集
』
塚
本
博
士
頌
寿
記
念
会
（
一
九
六
一
年
）
三
七

八
頁
。
近
世
以
降
、
楊
柳
観
音
・
魚
籃
観
音
な
ど
「
無
数
の
観
音
が

…
…
新
た
に
信
仰
さ
れ
た
」
が
、
こ
れ
ら
は
「
観
音
三
十
三
身
の
説

37 『中国農村慣行調査』に記録された或る民間伝承の歴史的来歴



に
基
き
、
或
い
は
民
間
の
俗
信
と
結
び
つ
い
て
諸
種
の
観
音
が
成
立

信
仰
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
」（
三
八
一
頁
）。

（
２６
）

澤
田
瑞
穂
前
掲
『
地
獄
変
』
一
三
六
‐
一
三
七
頁
「
蝗
と
目
連
」。

ま
た
、
同
「
駆
蝗
神
」『
中
国
の
民
間
信
仰
』
工
作
舎
（
一
九
八
二

年
）〔
原
載：

『
東
方
宗
教
』
五
一
（
一
九
七
八
年
）〕
一
二
二
頁
。

（
２７
）
「
沙
井
村
な
い
し
華
北
農
村
の
形
成
の
歴
史
を
追
求
す
る
こ
と
が

農
村
社
会
研
究
の
基
本
的
出
発
点
」
で
あ
る
筈
で
あ
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
文
献
資
料
の
不
足
な
ど
の
要
因
に
制
約
さ
れ
て
、「�
満
鉄
調

査
�
の
参
加
者
と
《
慣
行
調
査
》
の
編
纂
者
た
ち
は
こ
の
種
の
努
力

を
放
棄
し
た
よ
う
に
み
え
る
」
と
張
思
は
指
摘
す
る
。
張
「
従
近
世

到
近
代
華
北
農
村
社
会
結
合
的
変
質
―
―
順
義
県
沙
井
村
４
０
０
年

村
落
生
活
実
例
」『
中
国
社
会
歴
史
評
論
』
二
（
二
○
○
○
年
）
一

四
二
頁
。
華
北
農
村
に
独
自
の
宗
族
・
村
落
形
成
の
実
証
的
研
究
は

近
年
急
速
に
進
展
し
て
い
る
。
張
論
文
の
他
、
趙
興
勝
「
近
代
以
来

華
北
郷
村
研
究
的
慣
性
表
述
及
困
境
―
―
以
済
南
冷
水
溝
村
為
例
」

『
歴
史
研
究
』
二
○
一
五
年
第
二
期
な
ど
。

（
２８
）

澤
田
瑞
穂
前
掲
「
駆
蝗
神
」
一
二
九
頁
。
引
用
文
の
訳
は
前
川
。

（
２９
）

中
国
神
話
に
表
れ
る
蟾
蜍
に
つ
い
て
は
、
小
南
一
郎
「
西
王
母
と

七
夕
伝
承
」『
中
国
の
神
話
と
物
語
り
―
―
古
小
説
史
の
展
開
』
岩

波
書
店
（
一
九
八
四
年
）〔
原
載：

『
東
方
学
報
京
都
』
四
六
（
一
九

七
四
年
）〕
六
六
‐
六
七
、
七
五
‐
七
八
頁
、
八
二
頁
。
湖
南
省
馬

王
堆
漢
墓
出
土
の
帛
画
に
描
か
れ
た
蟾
蜍
に
関
す
る
曽
布
川
寛
『
崑

崙
山
へ
の
昇
仙
―
―
古
代
中
国
人
が
描
い
た
死
後
の
世
界
』
中
公
新

書
（
一
九
八
一
年
）
一
○
六
‐
一
○
七
頁
、
一
六
○
頁
の
記
述
を
も

参
照
。『
後
漢
書
』「
礼
儀
志
」
や
『
春
秋
繁
露
』
巻
十
六
「
求
雨
」

条
に
よ
れ
ば
「
請
雨
の
呪
術
に
水
に
縁
あ
る
蝦
蟇
や
蟾
蜍
が
用
ゐ
ら

れ
」
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、『
楚
辞
』「
天
問
篇
」
王
逸
注
所
引

の
説
話
で
も
蛙
（

）
が
「
出
水
」
を
齎
す
と
さ
れ
て
い
る
（
出
石

誠
彦
「
殷
初
史
伝
の
批
判
」『
支
那
神
話
伝
説
の
研
究
』
中
央
公
論

社
（
一
九
四
三
年
）
七
二
九
‐
七
三
○
頁
）。
緒
方
宏
海
に
よ
れ
ば
、

遼
寧
省
長
山
諸
島
に
は
「
金
蟾
」
に
関
す
る
神
怪
な
伝
説
が
伝
承
さ

れ
て
い
る
。
緒
方
「
南
方
の
風
水
師
に
奪
わ
れ
た
島
の
秘
宝
―
中
国

最
北
端
長
山
諸
島
に
お
け
る
伝
説
と
風
水
実
践
」『
ア
リ
ー
ナ
』
一

四
『
民
俗
知
と
し
て
の
風
水
』
風
媒
社
（
二
〇
一
二
年
）
一
五
二
‐

一
五
三
頁
。
蛙
を
神
と
し
て
祀
る
習
俗
が
日
本
に
も
あ
っ
た
こ
と
は
、

国
分
直
一
（
松
沢
寿
一
ら
と
共
著
）「
角
島
集
落
の
社
会
と
生
活
」『
水

産
講
習
所
研
究
報
告

人
文
科
学
篇
』
六
（
一
九
六
一
年
）
六
頁
に

簡
略
に
報
告
さ
れ
、
伊
藤
彰
が
自
身
の
調
査
事
例
と
併
せ
て
紹
介
し

て
い
る
。
伊
藤
「
蛇
と
蛙
を
祀
る
村
」
国
分
直
一
博
士
古
稀
記
念
論

集
『
日
本
民
族
文
化
と
そ
の
周
辺
（
歴
史
・
民
族
篇
）』
新
日
本
教

育
図
書
（
一
九
八
○
年
）
二
三
七
‐
二
四
○
頁
。
更
に
、
今
井
秀
和

「
蝦
蟇
論
―
―
田
の
神
、
地
の
神
と
し
て
の
タ
ニ
グ
ク
」『
歌
・
呪
術

・
儀
礼
の
東
ア
ジ
ア
』
新
典
社
（
二
○
二
一
年
）
の
豊
富
な
事
例
を

も
参
照
。
古
今
東
西
の
神
話
や
伝
承
に
お
け
る
蛙
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム

に
つ
い
て
は
、
更
に
検
討
の
余
地
が
あ
る
。

（
３０
）Prasenjit

D
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C
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and
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な
団
体
と
は
、
キ
リ
ス
ト
教
社
会
に
お
け
る
「
教
会
」
の
よ
う
に
、

成
員
個
々
の
意
思
に
関
わ
り
な
く
「
集
合
的
（
コ
レ
ク
テ
ィ
ヴ
）
に
」

成
員
の
所
属
が
決
定
さ
れ
て
い
る
団
体
と
解
さ
れ
る
。
華
北
農
村
の

「
村
落
」
が
「
教
会
」
に
代
位
し
て
宗
教
的
機
能
を
果
し
て
い
る
と

い
う
指
摘
は
興
味
深
い
。
も
っ
と
も
、
地
蔵
に
対
し
て
も
「
地
蔵

会
」
な
る
団
体
が
村
内
に
結
成
さ
れ
て
い
る
例
も
あ
る
か
ら
（『
調

査
』�
一
九
三
頁
）、
村
落
構
成
員
の
意
識
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、「
自

発
的
」
と
「
帰
属
的
」
と
の
差
異
を
類
型
化
の
指
標
に
す
る
こ
と
が

ど
こ
ま
で
有
効
か
は
再
検
討
の
余
地
が
あ
ろ
う
。

（
３１
）

調
査
員
の
一
人
で
あ
っ
た
山
本
斌
は
後
に
、【
伝
承
一
】
か
ら
Ⓐ

の
部
分
の
み
を
抜
き
出
し
、「
黄
巣
が
子
持
ち
の
女
に
同
情
し
た

話
」
と
し
て
再
話
し
て
い
る
。
山
本
『
中
国
の
民
間
伝
承
』
太
平
出

版
社
（
一
九
七
五
年
）
一
四
四
‐
一
四
五
頁
。
た
だ
し
、
伝
承
の
採

録
者
を
本
田
悦
郎
と
誤
っ
て
い
る
。

（
３２
）

趙
景
深
「
勧
善
金
科
」『
明
清
曲
談
』
古
典
文
学
出
版
社
（
一
九

五
七
年
）
一
六
一
頁
。
澤
田
瑞
穂
は
こ
れ
を
「
目
連
劇
の
決
定
版
」

と
評
し
（
澤
田
前
掲
『
地
獄
変
』
一
三
六
頁
）、
小
松
謙
も
「
一
連

の
目
連
戯
の
中
で
も
最
も
完
備
し
た
も
の
」（
小
松
「『
勧
善
金
科
』

に
つ
い
て
―
―
清
朝
宮
廷
の
目
連
戯
」『
清
朝
宮
廷
演
劇
文
化
の
研

究
』
勉
誠
出
版
（
二
○
一
四
年
）
二
六
五
頁
）
と
い
う
の
だ
が
、
他

方
、
田
仲
一
成
は
「
農
村
目
連
戯
か
ら
遊
離
し
た
職
業
劇
団
に
よ
る

創
作
作
品
」
に
過
ぎ
な
い
と
し
、「
農
村
を
中
心
と
し
た
鎮
魂
演
劇

と
し
て
の
目
連
戯
を
検
討
の
対
象
」
と
す
る
立
場
か
ら
は
「
と
り
あ

げ
る
意
味
が
な
い
」
と
断
じ
て
い
る
（
田
仲
前
掲
『
中
国
鎮
魂
演
劇

研
究
』
八
○
九
頁
）。
目
連
戯
が
宮
廷
の
演
劇
に
取
り
上
げ
ら
れ
た

の
は
農
村
演
劇
の
側
か
ら
み
て
も
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
し
、
趙
が

挙
げ
て
い
る
、
後
世
と
の
繋
が
り
を
窺
わ
せ
る
事
例
か
ら
み
て
も
、

『
勧
善
金
科
』
に
「
歴
史
的
価
値
は
ほ
と
ん
ど
認
め
る
こ
と
は
で
き

な
い
」（
同
頁
）
と
ま
で
い
う
の
は
行
き
過
ぎ
で
は
あ
る
ま
い
か
。

（
３３
）

旗
田
巍
「
中
国
村
落
研
究
の
方
法
―
―
平
野
‐
戒
能
論
争
を
中
心

に
」『
中
国
村
落
と
共
同
体
理
論
』
岩
波
書
店
（
一
九
七
三
年
）〔
原

載：

仁
井
田
陞
博
士
追
悼
論
文
集
第
二
『
現
代
ア
ジ
ア
の
革
命
と

法
』
勁
草
書
房
（
一
九
六
六
年
）〕
四
六
‐
四
七
頁
。

（
３４
）

小
口
彦
太
「『
中
国
農
村
慣
行
調
査
』
を
と
お
し
て
み
た
華
北
農

民
の
規
範
意
識
像
」『
比
較
法
学
（
早
稲
田
大
学
）』
一
四
‐
二
（
一

九
八
○
年
）
五
八
‐
六
六
頁
。
旗
田
論
文
に
も
、「
戒
能
氏
は
、
中

国
村
落
の
共
同
体
的
性
格
を
否
定
し
た
だ
け
で
、
よ
り
以
上
の
追
求

を
や
め
て
し
ま
っ
た
」
と
戒
能
説
へ
の
批
判
的
な
見
解
が
示
さ
れ
て

は
い
る
の
だ
が
（
旗
田
前
掲
「
中
国
村
落
研
究
の
方
法
」
四
七
頁
）、

村
落
共
同
体
の
不
在
・
欠
如
が
繰
り
返
し
強
調
さ
れ
る
の
に
比
べ
て
、

こ
の
視
点
が
微
弱
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
ま
た
、
前
川
「
費

孝
通
、
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト＝

ミ
ー
ド
を
読
む
―
―
『
美
国
人
的
性
格
』

の
比
較
文
化
論
」『
専
修
大
学
法
学
研
究
所
紀
要
（
政
治
学
の
諸
問

題
�
）』
四
一
（
二
○
一
六
年
）
一
四
一
‐
一
四
三
頁
。

39 『中国農村慣行調査』に記録された或る民間伝承の歴史的来歴


